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序

多賀城市は、仙台市に隣接しているため近年いちじる

しく人口が増加しております。当市lま市政施行以来、「史

跡の町、多賀城J をスローガンに史跡の整備に努めてま

いりました。開発と史跡の保護は互いに相反するもので

ありますが、それを兄事に調和することができたのは市

民の皆様の文化財に対する御理解のたまものであると考

えております。

今回発掘調査が実施された高崎遺跡は、都市計画街路

建設にともなうもので、昨年に引き続き 2ヶ年の継続耶

業として実施されたものであります。発見された遺構、

遺物には奈良 ・平安時代頃の建物跡、竪穴住居跡、合口

哲結などがあり、多賀城跡を取り巻く集落を研究する上

で貴重な資料となるものと思われます。

本報告が多少なりとも市民の文化財に対する啓蒙の一

助となれば幸いです。

昭和62年3月

多賀城市教育委員会

教育長 玉轟 誼



例 目

1 .本書は、多賀城市教育委員会が都市計画街路(高崎大代線外l線)建設工事に伴い、 2ヶ

年にわたり実施した「高崎遺跡発掘調査」の結果をまとめたものである。

2 .本調査は、高崎遺跡の第6次発掘調査にあたり、 rT S -6 j の略称を用いて記録してい

る。なお、多賀城市教育委員会によって、いままでに実施された各調査については、調査年

度の順に第1次から第5次発掘調査とした。
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6 .土層の色調については、 「新版標準土色帖j (小山正忠 ・竹原秀雄 :1976)を使用 した。

7 .出土遺物の写真撮影にあたっては、東北歴史資料館の御協力を賜った。

8.調査、整理に関する諸記録及び出土遺物は、多賀城市教育委員会が一括保舟している。

調査 要項
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社会教育謀長 柳原邦男
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I 高崎遺跡の立地と環境
高崎遺跡は、多賀城市高崎 ・留ケ谷地区に所在し、特別史跡多賀城廃寺跡を取り巻くように

して、椋高8-27mの低丘陵上に広〈占地している。この低丘陵は、松島丘陵から派生したも

ので、塩釜市方面から西へ延びながら次第に標高を減じ、多賀城市北部で沖積低地に接している。

本遺跡は、奈良 ・平安時代から中世にかけての按合遺跡であり、特に遺跡範囲の西三幹部にお

いて、公良 ・平安時代の遺物の散布が顕著である。また、これまでに実施された発掘調査では、

平安時代の掘立柱建物跡や井戸跡等が検出されたほか、弥勤地区と表地区 (註1)の2箇所で

喫棺の出土例がある。なお、調査成果の詳細は下表のとおりでゐる。

側主主年 次
おもな m t/ll 

おもな出土lli物 出E :If 検出 i金術 年代

昭和 41年 丸山地lベ 弁戸跡、建物跡 3普良・平安時代 土~P1~車、;(1息苦4
木製品"

(肢2) 

第 I次調査{昭和55年} 弥紛地区 儲仮住ih物跡、 平安時代 土防缶、第i:uJZi1、土』車、合口受給 Jt 中央公邸計画関i量絹宣W.J:3)

in2>>':絢1i(昭和55年) 弥革h地区 よ師7.1、須必?-'1. 中央公邸計画開通Rn(柱4) #焼事土2語、瓦

!i'; 3次絢rt(昭和57年} 表:f4!!.ぱ
制時跡、 土』広、 理量

平安時代 土師6'、~Ji恐l!if
市営住宅建設工事

古里 (~耳打iíl 関巡附1宝(l主5) 

首';4次湖査{昭和60年) 坂下.Ill!1玄
住列跡、総跡、

平安時代
土師総、 m~忠治、

宅地造成工事関巡制貸こ1::1広 氏、)JlI.::.(:sl

WiS次鯛究(昭和61年) チf戸民地区 似J'l.t主鐙物跡、 平安時代 J:附総、領以?;.. 1 1<1\市計函館路建a~エ 4$
堅提穴住居跡、後 … ?:f 瓦 | …(U6)~II跡、海跡、 1t 内面鋭、石製品
』奇跡、 土瓜

第1表高崎遺跡調査年次 ・成果表

E 調査に至る経緯
本翻査は、都市計画街路高崎大代線が高崎遺跡が所在する多賀城廃寺跡南西部の丘陵北側裾

部を通過することから、多賀城市都市計画諜と教育委員会が事前に協議を行ない、発掘鯛査を

実施するに至ったものである。

発掘調査は、遺跡内延長 400mを対象とし、 2ヶ年計画で行なうこととした。昭和60年9月

から11月にかけて行なった初年度の調査では、A地区とした調査区東側の傾斜面と平担面で平

安時代の掘立柱建物跡l棟、位ダIJ跡1条、竪穴住居跡2軒、構跡14条、土拡6基、多数の小柱

穴を検出した。 また、調査区中央部寄りのB地区とC地区においても、遺構確認調査を行ない、

それぞれ遺構が存証することを確認した。

調査2年目にあたる今年度は、 B'C地区の本格的調査とともに、新たに調査区西端にD地

区を設定して発掘調査を実施したものである。

1 
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4 

皿 調査方法と経過
今年度の調査は、昨年度試掘調査を行なったB.C地区の中で遺榊が検出された箇所に調査

の主眼を置くとともに、旧地形の状況を把握することも考慮して調査区を設定した。また、調

査区西端部に位置するD地区は試掘調査を実施していないため、現地形に即して3か所に試掘

坑を設定した。なおグリッ ト配置については、昨年度の測量成果を使用した。

発掘調査は、昭和61年6月11日より開始した。 B地区は遺構が多く分布する南側を中心に重

機を導入して表土紛j離を行なった。 C地区は試掘調査によって鞍穴住居跡、土J広等を検出した

簡所をCl区とし、これより西側の緩やかな丘陵北斜面をC2区とした。なお、 CJ ・C2区

とも表土が薄いため、表土紛l離は手掘り作業で行なった (6月15日)。 一方、D地区については、

3か所に設定 した試掘坑を東側よりDJ区、D2区、 D3区とした。重機による表土剥離の結

果、 Cl区からは、全く遺構、遺物が検出されなかった。これに対して02区は、遺物を多量

に包含する堆積層を検出した。さらに03区では、灰白色火山灰を含む瀞跡を験出した。以上

の結果より、 D2 . D3区の遺構、遺物の広がりと規模を明確にするため両調査区を拡張した。

B地区は、 6月16日より遺構検出作業に入る。この結果、調査区点側の丘陵部で掘立純建物跡、

講跡、弁戸跡、土拡を検出した。 一方、調査区北西部で検出した溝跡1;1:，同一方向に 2時期の

重報が認められる溝跡と判明した。また、これに切られる鴻跡には、灰白色火山灰を含むこと

も確認された。7月7日より遺り方を設定しで平面図、セクション|ヌ|の作成、写真撮影に入る。

これらの作業と並行して再度丘陵部の精査を行なった結果、合口塑精 l基を検出し、平面図作

成等を行ないB地区の令での調査を完了した (10月3日)0D地区は、 7月18日より調査区の拡

張を行なう。このうち02区では、多量の遺物を含む包含層の抑り込みに入る。この包含層に

ついては9月11日に調査を終了 し、ただちに地山面の遺構検出作業に入り、1m立i柱控物跡、構

跡及び畦田平状遺柿 を検出 した。遺り方設定後、平面図、セク ション凶作成に入り 、全長写真撮

影をもって調査を完了した (10月11日)0D 3区では盛土、旧水出土除去後、遺m検出作業に入
り、構跡多数及び土拡1基を検出する。 重複関係を確認後、掘り込みに入る。また、 地山面か

らわずかに隆起する畦畔状の高まりを検出し、古代の水田跡の存症が考えられた。遣り方設定

後平面岡、セク ショ ン図作成に入り、全景写真撮影を行ない調査を完了した。なお、水田跡の

存在を考え調査最終日に土壌サンプリングを行なった (11月7B).， C地区は2つの調査区で同

時に調査を進めえ。Cl区試掘調査で確認された竪穴住居跡を中心に拡張を行なった結果、新

たに土塁状遺構、機跡、土拡等を検出した。なお昨年度の調査では、竪穴住居跡は重按のある

ものと考えていたが、 S1 01竪穴住居跡としたものについては、埋土及びカマドや周溝の方向

から再検討してプランの修正を行なうに至った。さらにS1 02竪穴住居跡は、掘り込み調査を
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行なったところ自然堆積層のラインであることが判明した。遺り点設定後、ただちに平面図、

セクション図作成を行なう。遺り方設定が不可能な場所については平板測量を行ない、 10月30

日に調査を完了した。C2区は西側が大きく削平を受けた低丘陵部の北斜面に位置する。掘り

込みの結果、堆積柄、整地層及び遺構が按雑に重複していることが認められた。遺り方設定後、

これらの遺構の掘り込み、図面作成等を順次行なった。なお、遺摘については竪穴住居跡→掘

立柱建物跡→滞跡という大まかな変遷がたどれた (10月23B)O 11月7目、 $105竪穴住居跡の

カマド調査をもって、全ての調査を完了した。

N 調 査成果

1. B地区

今回の本調査では、昨年度の試掘調査の成果をふまえて、遺構が顕著に認められた南半部を

中心に調査区の設定を行なった。

〈地形と基本層位〉

本調査区の地形については、昨年度の報告とさほど変わるところはない。A地区から続く岩

盤面は34ライン付近から西側へ落ち込み、沖積層 (N層)の下に埋没している。しかし、この

落ちは北側への落ちほど急ではなく、かなり緩やかなものとなっており 、隣接するCJ区との

聞に浅い谷を形成している。

I層 旧水田面を覆う盛土で厚さは 0.8-1.5mを計る。

E層 旧水田面の耕作土と床土に分けられる。厚さは20-30cmを計る。

困層 調査区のほぼ中央、丘陵裾部にみられ東西約10m、南北1-3mの範聞に堆積している。

褐灰色粘土質シ Jレト帽で、厚さは20-40cmを計る。なお、昨年度の鯛査では、$D 01溝跡の

プランとして報告している。

町府 調査区の南半の丘陵裾部に分布する灰白色砂質シル卜の水成堆積府である。岩盤面は南

側には緩やかに傾斜し、 28ラインから西では急に落ち込み、谷状になっている。 約10cm幅で分

層される各層には、マンガン、酸化鉄が集積枕殿しており、非常にかたい土府とな っている。

27ラインより以西では灰白色火山灰層が間に介在してくる。

V'Ji{4 調査区東側、丘陵部から同裾部に移行する斜面に堆積している。東西約4m、南北約

8m以上の範囲に分布し、厚さは約20cmを計る。 4層に分層されるが、大別すると a層の褐灰

色シルト層と、 b-d婿の黄色系のシルト層に分けられる。

〈発見遺構と遺物〉

本地区で検出した遺構は、掘立柱建物跡1棟、弁戸跡2基、構跡13条、土瓜6基、合口饗棺

7 



1基、多数の小柱穴である。

(1 )掘立柱建物跡

SB 01掘立柱建物跡 丘陵部のV層上面で検出した南北l問、東西3閣の東西棟掘立柱建物

跡である。重複関係からS001溝跡、 SK01土拡より古〈、 SD03・09溝跡より新しい。本建

物跡の方向は、西饗でみると北で約22度東に偏している。柱聞についてみると、桁行は北側柱

列で西より2.31m・2.42m. 2.11mで総長6.84m、梁行は西妻で3.55mを計る。椛穴は、楕円

形を皇するものと隅丸方形のものとがあり、規模は一辺25-35cm、深さ15-20cmである。柱は、

柱痕跡より径10-15cmと推定される。遺物は土師器、須思器の細片が出土している。

(2) 井戸跡

S E 01井戸跡 丘陵裾部の東側困層上面で検出した。震被関係からSK06土拡より新しい。平
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層位 土 色 備 考 層位 土 色 繍 考 府{立 土 色 織 考

堆積層 I 2.5Y R}{ 灰白色 盛土 S D 12 イ 7.5Y R}{ 明褐灰色 焚燈色土粒、炭化物を含む S K07 1 10Y RM  灰白色 砂質 マンガン粒、酸化鉄磁を含む

Ua lOY RM  補灰色 旧水国土(耕作土) ロ 10Y RI・X 黒色 炭化物層 2 7.5Y RM  灰白色

Ub lOY RM  褐灰色 旧水田土(床土) ノ、 10Y R 7i 褐灰色 地山小ブロックを含む 3 2.5Y R M 灰白色 マンガン粒、酸化鉄斑・地山プロックを含む

llc lOY R}{ 灰白色 小さめのt也山プロックを含む SD02(防 l 7.5Y R，%' 灰掲色 地山粒、マンガン粒を多量に含む 4 2.5Y R}{ 灰白色 " 今 ク

Na 2.5G Y M 灰白色 砂とシルトの互層、酸化鉄斑を含む 2 lOY R}{ 灰白色 砂質 5 2.5Y R M 灰白色 マンガン粒、酸化鉄斑を含む

町b 5GY M 灰白色 均質な堆積、酸化鉄事授を含む 3 lOY RM 褐灰色 重量化鉄斑、地山細粒を多量に含む 6 2.5Y R M 灰白色 今 今

Ncl 7.5G Y M 明緑灰色 酸化鉄の集積 4 10Y R}{ 灰白色 地山粒を含む 7 5Y}{ 灰白色 粘土質 マンガン粒、酸化鉄斑を含む

Nc2 lOY R yt 灰白色 灰白色火山灰層 5 7.5Y RM  褐灰色 地山粒、酸化鉄斑を含む 8 2.5Y R.% 淡黄色 地山プロックを含む

Nd lOY R yt 灰白色 マンガン粒、酸化鉄斑を多量に含む 6 7.5YR7i 明鍋色 粘土質 9 2.5Y Rχ 灰白色 地山プロックを多く含む

Ne lOY RM  灰白色 遺構ア ① 7.5YR}{ 明褐色 マンガン粒を含む 10 2.5Y R M 賞灰色 地山プロックを含む

② 7.5Y R7i 褐灰色 上層よりやや粘性あり S D07 1 10Y R}{ 灰白色

2 lOY R yt 灰白色 砂質 マンガン粒、画変化鉄斑を含む

第5図 B地区遺構配置図 ・セクション図
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面形は、Il.ぽ円形を呈する。断面形は描鉢状

で、深さ1.15mを計る。埋土は、下層ほど粘

性が強く灰色昧を帯びている。最上府は地山

プロックを多量に含むもので人為的な埋め戻

しと思われる。遺物は土師器杯 ・襲、須恵、器

杯 ・饗、平 ・;.!LlL、鉄津が出土している。

SE 02井戸跡 丘陵部から同裾部へ移行す

る斜面のV層上面で検出した。重複関係から

s 0 01 . 06・08構跡より古い。埋土Ij:3層ま
で掘り込んだところ、掘り方埋土と弁戸内埋

土が区別された。井戸内埋土のプランは、偶

丸方形を呈し、その四辺に弁戸枠が存在する

のではないかと予想されたが検出はできなか

n
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5.100m叫

o 1 m 
った。 さらにこの中央には、隅丸方形の土t広

が付設されており、この中に土師器杯(第10 土層観察褒

函 1) 1個体が底面より若干浮いた状態で検

出された。 一方、掘り方上部平面形は、不整

円形を呈するが、下部(底面)では方形状の

形態に掘り込まれている。掘り方断面形は逆

台形で、深さは 1.3mを計る。埋土について

みると、掘り方埋土は下層ほどグライ化した 第6図 SE01実測図

粘土で均質に積まれている。最上層には灰白色火山灰が層状に堆積している。弁戸内埋土は、

レンズ状に堆制する自然埋没である。なお、平面形で確認したように断面でも弁戸枠の存在し

たことを示す立ち上がりのラインが明瞭であった。遺物は灰白色火山灰層中から赤焼き土器杯

が2個体分、その他、土師器杯 ・高台付杯 ・饗、 須恵器麻 ・査 ・費、平瓦、砥石、鉄棒が出土

している。

思構 司皇位 土色 備 考

SEOl 5YRX 灰オリープ色 地山プロックを含む

2 2.5YRX u音~貧色 地山粧を毒苦手合む
3 lOYRX灰1Ii:締色 砂質 重量化欽縫を含む
4 10Y R yt 1.13灰色 粘土~
5 lOY R yt褐灰色 砂1者
6 5Y Y. 灰 色粘土質
7 5Y K オ灰リー7'1色g 粘土質 事直物遺体を含む
8 5Y yt 給上貿信物遺体を含む
，、

守 5YK 灰 色砂~

(3)溝跡

SD 01溝跡 丘陵部のV層上面で検出した東西方向の溝跡である。重桜関係から SE02井戸

跡、 S003 ・ 06f.~跡より新しい。 長さは 6.3m で、幅約40cm、深さ約10cmを計る。埋土は褐灰

色シルト単隔である。遺物は、土師鵠杯 ・費、須恵器杯 ・費、平瓦、磁器が出土している。

SD 02G刈溝跡 丘陵裾部の町層上面で検出した。重桜関係からSD02(剖・04・05・12溝跡より

新しい。方向は、西例代るはやや北寄りに琴曲し、東端付近では丘陵部の裾を通り北へと向きを

11 
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33 

(掘り方)

第7図 S E 02実測図

変えている。また、中央付近の北側には、幅

約1mのテラス状の平場を設けている。確認

できる長さは約22mで、幅約 2.0m、深さ40

cmを計る。底面は丸底気味で、壁は内湾しな

33 

。
土層観察表

遺術 層位 土 色

SE02 I lOY RK灰 白 色
2 10Y RK灰白色
3 7.5Y RK灰白色
4 2，5Y M JiI(白色
5 2.5Y J{ 灰白色
6 2，5Y J{ 灰白色
7 2.5Y J{ 灰白色
8 58C J{ 明脊灰色
9 lOBCJ{ I羽骨灰色
10 5BC yl 膏灰色
11 5BCK 資灰色

(1駆りつぢ) ① 2.5Y % 淡黄色
② 10Y R J{ 灰白色
③ 58 C J{ 明符灰色
@ 5Y% 灰白色
③ 10C J{ i現総灰色

34 
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2m 

l晴 考

上部に灰白色火山灰婿を含む

砂fi1置It粉、マンガン飽を含む
砂'Jt

マンガン粧を含む

枯土質 マノガン柱、厳It鉄泌を含む
マンガン粒、円色土佐を含む
tl;J: 1't t下鹿山隔プロイνク告少
々f苛む. グラ it 
結土炭化物を含む、グライIt
給土地山プロッタを含む

地山プロッ7を多:mに含む
マンガン絵、地山総を含む

給土下層グライ化

t.!i土

結土峰山プロマ7、炭化物を含む

がら立ち上がる。埋土は、下層ほど粘性が強い均質な土であるのに対して、上層は砂と粘土質

シルトが互層になる堆積をしている。遺物は、土師器杯 ・高台付杯 ・饗、須恵器杯 ・壷 ・饗、

瓦、青磁碗、陶器が出土している。

S 0 02(8)}膏跡丘陵裾部の町層上面で検出した。重複関係から SD 02(A)溝跡より古く、$004・

05・12溝跡、 SK07土1広より新しい。SD02(心構跡とほぼ閉じ位置で重複しているが、仏)の西

側琴曲部で南へと分岐する。規模については、ほとんどが仏)に壊されているので不明である。

埋土はセクション観察によると、粘土質シルトと砂が互層になるものである。遺物は、土師器

杯・高台付杯 ・饗、須恵器饗、丸瓦、陶器が出土しでいる。

SO 03溝跡 丘陵部の地山上で検出した。重複関係からSD01溝跡、 SB01掘立柱建物跡よ

り古く、 SD09溝跡より新しい。方向は、発掘基準線に対して北で約14度東に偏している。確

認できる長さは約 4.3mで、幅約1m、深さ30cmを計る。底面は平坦でやや内青しながら立ち

上がる。埋土は、 6層に分けられるが、全体に地山粒が混じりかたくしまっている。遺物は土



師器費、須忠~:i.f'{- .費、瓦が若干出土している。

SO 04溝跡丘酸裾部の地山上で検出した。重複関係からSDO試N・(8)溝跡より古く、 SO05 

溝跡より新しい。方向は発掘基準線に対して北で約85度東に偏しており、丘陵部裾付近で北へ

と屈曲する。確認できる長さは約 7.5mで、幅 0.5m、屈曲部で1m、深さ 5佃を宮十る。埋土

は褐灰色シJレトの単摘である。遺物は土師器襲、須恵器杯 ・費、丸瓦が出土している。

S005溝跡 丘陵裾部の地山上で検出した東西方向の溝跡である。量権関係から S002ω・(鴎・

04・05滞跡、 SK02・06上拡より古く 、SK05土拡より新しい。形態は東と西の両端で北へと

屈曲している。雌認できる長さは約20mで、幅約 2.0m、深さ約30cmを計る。底面はやや凹凸

があり、壁は北側で怠、に立ち上がるが南側では緩やかである。北壁際には土拡状の落ち込みが

検出されている。嵯土は、下層が砂質シル トで、上層には灰白色火山灰の向然堆税局がみられ

た。遺物は土師鵠杯 ・襲、須恵器杯 ・査・輩、 平瓦が出土しでいる。

SO 06溝跡 丘陵部から同裾部に移行する斜面のV層上面で検出した。重複関係から S001 

溝跡より古〈、 SE02井戸跡より新しい。方向は発掘基準線に対して東で約16度南に偏してい

る。長さは 3.8mで、幅20畑、深さ15cmを計る。遺物は出土していない。

S007溝跡丘陵裾部の地山上で検出した南北方向の溝跡である。形態は北側で幅が狭く深い

Cトー 4.4∞m SO 02 →C' 

o 1m 
ト ，，目目 .--1

Dト 5.000m --10' 

SO 03 仁王m_IMf~ よ色 i {制 4号

S002ω I 7 10YRX羽以色 i粘土
8 10YRK I割以色
9 10YR]{城内色 純よ、lt山プロヲタを;.11含む
10 10YR }i'灰白色 砂と粘土の互桝
11 IOYRM浅債償色 池山必1線上

S002雨 l① 5Y]{期締板色 シルトと砂のJf.嫡
@ 5Y]{期総灰色 砂ft 紗を多』誌に合む
@ 10YR~ 渇灰色 結土
@ 10YR ~ 網灰色 4砂

土層観察表 ⑤ IOYRX剣灰色 .. 
i重摘 I Ii4I主 t 色 備 量p ⑥ 10YR]{灰白色 砂nlItぃ紗と雄山flを合ti
5002ωI 1 7.SYR}i'1二ぷい段色 (1色土U.dift鉄貨を含む S003 IOYRM 以賞尚色 紡よf電 池山般を含む

2 IOYRM以貧泌色 事占土 2 IOYR>iにぷい賞目。色 .. A・
3 10YR~ ~灰色 私土 3 10YRX時自国色 池山粒を多量止に合む
4 IOYR.)fにぷい貸住色 シルトと紗の!i麻 4 10YR .x織色 .. 
5 10YRK il¥1I<色 ft.土 5 IOYR >iにぷい貧泌色 執よ't't
6 IOYRK ~品灰色 ft.士 6 IOYR)( 明貧禍色

第8図 S 0 02例・(的、SO03セクション図
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Eト 4.500m -j E' 

土層観察表
l
d
 1It.m 1M!.立 土 色 {耐 考 望E糊 層位 土 色 織 考

S 005 1 5Y X 灰白色 雄被層 A 5GY J{明オリープ灰色 隊化鉄施、池山粧を含む

2 5 Y Y. 白色 火山灰とシルトの互層 S K05 ① 5YM 灰色 陣占土質

3 5 Y ，イ白色 火山灰層 ② 5Y J{ 灰白色 砂質 砂をプロッ7状に含む

4 7.5GY J{s月線灰色 マンガン紘炭化物、緩It鉄斑を含む ③ 5YM 灰色 附質

5 5GY J{畷オリー11Ji色 I血i.lJ松、 E主化鉄斑を含む @ 5YX 灰白色 " 
6 7.5GY K明線灰色 。 ⑤ 5YJイ 灰白色 " 

」
7 5Y J{ 灰白色 地山プロックを含む @ 7.5Y}イ灰白色 砂1It

第9図 SD 05・SK 05セクション図

のに対しで、南側では広く浅くなっている。確認できる長さは約 4.2mで、幅 1.2-2.4m、

深さ約30cmを計る。埋土はマンガン、酸化鉄を含む灰白色シJレトであ る。遺物iま、土師器饗、

須恵器杯 ・襲、円盤状土製品、丸瓦が出土している。

S008溝跡 丘陵部から同裾部に移行する斜面の V層上面で検出した。重複関係から SE02 

弁戸跡、 SK04土拡より新しい。形態は緩いL字状を呈する。長さは約 2.0m、幅20cm、深さ

10cmを計る。遺物は、土師器杯、須恵器杯 ・饗、赤焼き土器杯が出土している。

S009溝跡 丘陵部のV層上面で検出した。重複関係から SB01掘立柱建物跡、 SD03溝跡

より古い。方向は、確認した範囲では東西方向であるが、どのような形態をとるのか不明であ

る。確認できる長さは 7.0mで、幅 1.2m、深さ20cmを計る。埋土は 4層に分けられるが、い

ずれもマンガン粒を含むシル卜層である。遺物は土師器襲、須恵器杯 ・壷 ・饗が出土している。

SO 10溝跡 丘陵部から沖積部へ移行する斜面の地山上で検出した。形態はL字状に屈曲す

る小講である。長さは 1.7m で、 Ip~20cm、深さ 10cm を計る 。 断面形lま舟底形を呈する。埋土は、

灰白色シルトの単層である。造物は、須恵器杯 ・費の破片がわずかに出土している。

SO 11溝跡 丘陵部から同裾部へ移行する斜面の地山上で検出した南北溝である。形状は北

側で途中より北西方向に分岐している。長さは 2.2mで、幅20cm、深さ 5cmを計る。埋土は明

褐灰色シルトの単層である。造物は出土していない。

SO 12溝跡 丘陵裾部のN層上面、 SD02仏購跡の琴曲するあたりで検出した。重複関係から

SD 02(A)溝跡より古〈、 SD02(同溝跡より新しい。方向は発掘基準線に対して北で約34度東に

14 



偏している。確認できる長さは 3.7mで、幅50倒、深さ40仰を計る。埋土は3層に分けられ、

特に 2府には炭化物が厚〈堆積している。遺物は出土していない。

(4)土拡

SK 01土拡 丘陵部のV層上面で検出した。重槙関係から SB01掘立柱建物跡より新しい。

平面形は不整楕円形で、長軸約1m、短軸 0.6m、深さ10cmを計る。埋土は褐灰色シルトの単

層である。遺物は土師器杯、須恵器杯 ・饗がわずかに出土している。

S K 02土拡丘陵裾部の地山上で検出した。重複関係からS0 02(6購跡より古く、 S005溝跡

より新しい。平面形は不整楕円形で、長軸約2m、短軸約1m、深さ10cmを計る。埋土lまオリ

ープ灰色シルト質粘土の単層である。遺物は出土していない。

S K 03土拡丘陵裾部の地山上で検出した。遺構の南半が制査区外へ延びるため全体の形状、

規模は不明であるが、検出した部分についてみると、長軸約1.2m、短軸 0.7m以上、深さ90

cmを計る。埋土は下層が粘性のある土でややグライ化している。下層では砂が交互に薄〈堆積

している。遺物は出土していない。

や『三〆
6 

回二1，~土プ
」亡二ご?3

明
ー

ヒゴ三三グ
7 

\γ二二J_-~~ 10叩

単位:cm ( ) I孟継~筒

胤 遺構 層住 組問 お 形 外磁 調 鐙 内節調If 口径 m量 お高 倫 司時

S E02 I~戸伸内埋土 土 師総 1，(， ロタロナ1'.1車部下宿-~*Ðf.怜ちへ予 'T X '} i.ii&品高吟・ 14.8 6.3 4.2 
2 . aり方程上 Jt(止~ r.J 小型必 f日e帥夕白ド哨ナーヂ庇.4mtfiHmIM回転手陣品υ色Jへηそ、，ケズ・Jロ1ロナデ (5.4 ) 

3 • ~ • '庇
φ 服ロ飾タへロ'ラ1''1ナ'.ヂ (12.8) 

4 φ 法 よ 赤Ilき土zl 杯 • 、bl:邸包転糸切り 口7ロナヂ (13.8) 5.0 4.3 
5 S 002 • 脊 m ie Jli弁文

6 S 005 灰色 下層 須必怠 ~ ロヲロナヂ.a!1l!l白紙ヘラケズリ ロヲロナデ 13.1 7.1 3.5 内外面火ダ且キfJt
7 4・ . . . . 4・ . 6.9 . 
8 SOω 寝 土 . 直台u聡 4砂 ロtタS岡ロ府ナ7'. 量三期俊 内語朱fJt

第10図井戸跡、溝跡出土遺物
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16 

SK 04土拡 丘陵部から同裾部へ移行する斜面のN層上面で検出した。重複関係から SD08 

溝跡より古い。平面形は不整方形で、北半に浅い円形のくぼみを有する。規模は長軸約1.3m、

短軸約1mを計る。底面は東壁ぎわが深くなっており、西へ向って緩やかに立ち上がる。埋土

は東側から自然に堆積しでいった状況を示している。造物は土師器、須恵器杯 ・饗の破片がわ

ずかに出土している。

SK 05土拡 丘陵裾部の地山上で検出した。重権関係からSD04・05構跡より古い。平面形は

SD05溝跡によって南半を壊されているが、およそ楕円形を呈していたと思われる。規模は長

軸1.2m、短軸1m以上、深さ約50cmを計る。埋土は下層がグライ化した均質な土で、粘性が

強い。一方、上層は砂質シルトと粘土質シルトが互層になっている。遺物は、土師器杯、須恵

器裂がわずかに出土している。

SK 06土拡 丘陵裾部の地山上で検出しと。重複関係からSE01井戸跡より古く、 SD05溝跡

より新しい。平面形は不整方形で、一辺 2.5m前後を計る。底面は凹凸が激しく、西側ではテ

ラス状になっている。造物は底面上から比較的多く出土しており、土師器、須恵器杯 ・査 ・饗、

赤焼き土器、平瓦などがある。

(5) SX 01 (合口聾棺)

丘陵部のV層よ面で検出した。掘り方平面形は隅丸長方形を呈する。方向は合口哲棺の長軸

方向で、北で約27度西へ偏している。規模は長軸76cm、短軸55cm、j認さ23cm(最大)を計る。

断面形は東辺がほぼ垂直に立ち上がるのに対し、西辺は緩やかである。底面lま寝棺の形態に合

N 

bV b ....... 

(撮り方)

a -5.400m -1 a ' -1 b ' 
， 
c 

。 50cm 
第11図 S X 01 (合口泰棺)実測図



わせて掘られている。饗棺は掘り方の東寄り

に埋められており、方向は掘り方長軸線にほ

ぼ一致している。埋土についてみると、寝棺

内の上層が禍灰色粘土質シルト層、下層が浅

黄控色粘土質シルト層である。一方、掘り方

内埋土は灰貰・禍色シJレ卜層で、地山プロック

と炭化物を多〈含んでいる。これはV層に非

常に近似した土であることから、埋め戻しが

行なわれたとみることができる。寝棺は 2個

体分あり、いずれもロクロを使用して製作し

たものである。長胴形を呈し、外面の体部下

半はヘラケズリ調整されている。その他、掘

り方内埋土から土師器費、須恵、器杯 ・賓の破

片が若干出土している。

〈堆積層出土の遺物〉

町層からは、須恵器杯 (底部切り離し不明

で、回転ヘラケズリ調整のものを含む) ・高

台付杯 ・壷 ・費、赤焼き土器、丸瓦、羽口が

出土しているが、いずれも細片のため図示で

きるものはない。

W層についではl氏自色火山灰の上層と下層

の出土遺物に分けられる。前者には、土師器

杯、須恵器襲、瓦がある。後者には、土師器

杯 ・謎(ロクロ使間)、須忠器杯 ・牽 ・饗、赤

焼き土器保、丸瓦、円盤状土製品、鉄棒がある。

V層からは、土師器盤、須恵器杯(底部回

転ヘラ切りで、周縁をかるくナデ調整してい

るもの) ・査 ・襲、砥石が出土している。

外商i:lI!A I 内面鍋鐙

ロクロナデ、体初ヘヲケズリ|ロクロナデ、体告書下線~底都ヘラナヂ

4砂

第12図 S X 01 (合口饗宿)出土遺物
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2. C地区

本地区は、昨年度試掘調査を実施した箇所をCl区、今回新たに設けた調査区を Cz区と呼

ぶことにした。Cl区は、昨年竪穴住居跡を検出した周辺の精査および、丘陵東側への遺構の延

びを確認することを目的として調査区を設定した。C2区は、CI区の西側に隣接する北斜面に

位罰しており、北 ・酉側は、後正の削平により大きく改変されている。

〈地形と基本層位〉

Cl区については昨年度の報告書で説明していることよりL今回はCz区を中心に記述する。

C2区の現況での地形は、南端が平場状になっており、北側へ向かつて傾斜している。南端

と北端の高低差は約2.2mである。堆積土は、0.3-1 mの厚さを計り、地山の傾斜面に沿って

堆積している。堆積l替は7層に分府され、 I層が表土、 lI-VO層が遺物を合む包含層となって

いる。 E層は、南主幹部の平場状のところに見られ、地山プロックを多量に含む土層であること

から整地府の可能性もある。 田層は、調査区のほぼ全域に見られる。 IV - \~層 lま堆積範囲が限

られており、 IV.V層が調査区の南半に、 IV.明暗が北半の東側に多く分布していみ傾向があ

る。また、調査院のほぼ中央西側付近には整地層が分布している。これは、 V層におおわれて

おり、黄灰色シルトと淡黄色シルトによって、約2-5仰の幅で版築状に盤地されている。

〈発見遺構と遺物〉

本地区で検出した遺構は、掘立柱建物跡l棟、柱列跡2条、竪穴住居跡5軒、溝跡15条、土

拡7基、特殊遺梢3、小柱穴である。

(1 )掘立柱建物跡

S801掘立柱建物跡 C2区のほぼ中央、整地層上面で検出した東西3問、南北2間以上の

掘立柱建物跡である。重複関係から S006溝跡、 SK06よ拡より古〈、 SO10溝跡より新しい。

SA01柱列跡とも重複があるが直接切り合いを有していないため新旧関係は不明である。方向

は、北側柱列でみると北で約66度東に偏している。柱聞についてみると、北側柱列で西より、

1. 22m . l. 63m . 1. 38mで総長3.23mである。東側柱列では北より0.75m. 1.85mを計り、総

長については不明である。柱穴は、 一辺40cmの隅丸方形を呈するものや、 30X4Qcmの不整形の

ものもありー織ではない。掘り方埋土は褐色系のシルトで、地山粒を多〈含んで、いる。柱は柱

痕跡より佳15-20cmと推定される。遺物は、土師器杯 ・挫(ロクロ未使用も含む)、須恵器杯 ・

襲、丸瓦が出土している。

(2)柱列跡

SA 01柱列跡 Cz区のほぽ中央、地山およびS1 04竪穴住居跡埋土上商で検出した東西方

向の柱列跡である。確認できたのは10間分であるが、西側はさらに調査区外へと延びている。

重複関係から、 S006講跡より古く、 S1 04竪穴住居跡より新しい。柱聞は、東より0.67m. 
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南北セクション図(東側)

Bド1l.500m →B 

8m-

帰{立 土 色 自問 考 稽t立 土 色 I晴 言電

検検問E E IOYRY.明策術色 S 006 ① 10Y R~にぷい策綱色 様化物を若干含む

凹 IOY R%  ~酷縄色 炭化物を含む ② )OYR~にぷい貧錫色 事立土質

W IOYR.x ~品色 " ③ 10YRXにぷい筑'初色 炭化物を含む

V 10YR Y.銅色 " @ 10YR~ 1.天質術色

W 10YR Y.にぷい筑褐色 炭化物を若干合む ⑤ 10YR~にぷい策綱色 地山プロ 77を含む

S 003 10YR;ず 剣色 ⑥ 10YRY. 明賞制色 敏土質

2 10YR~ にぷい策総色 S 008 @ 10YR~ 灰策総色 砂質 I也山プロッ?を含む

3 10YR~ 灰黄梅色 給土3宅地山プロッ?を合む S 013 @ 10YR_%にぷい賞縄色 炭化物、地山プロックを含む
S 004 イ 10YR~1こぶい策総色 . 1.¥1色土を含む S 010 (1) 10YR ~ず時総色

S 005 a 10YR Y. a昔裕色 炭化物を含む S I 04 {イ) 10YRM 灰黄褐色

b 10YR Y.褐色 炭化物、地山粒を含む (ロ) 10YR~ 灰音量得色 給土F電 池山プロッタを含む
c 10YR~にぷい策絡色 S A 01 (a) 10YR Y. 総灰色 池山粧を若手含む

d 10YRM灰貧錫色 (No.5 ) (b) JOYRY. 明賃制色 キ占土n

第15図 C2区遺構配置図 ・セクション図(1) 
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層住 土 色
ー邑

~ 1O11 よ 色 備 唱聖

S D10 10YRU 明貧縄色 ローム 2産地層 g 2.5Y K ~書黄色 砂貿土が若干混入

2 10YRM 掲灰色 liHtt骨.土置組片を多量に含む h 2.5Y K i英貧色 ローム

3 10YRM 灰貧網色 . i 2.5Y K 淡黄色 ローム、灰~色土を混入
4 10YR 1< 縄灰色 . 』 2.5YM 貨灰色
5 10YRY， 術灰色 k 2.5Y 1< 貨灰色
6 10YR Y. 浅貧俊色 地山プロッタを多E置に含む 2.5YK  減黄色 ローム

7 10YRU 0)1策総色 ローム 旬、 2.5Y K 灰向色 炭化物、土?iI納片を1litr
鐙I也府 a 2.5Y M 賞灰色 .llIl山プロックを含む 。2.5Y ~ 淡賞色 ローム

b 2.5Y 1< 賞灰色 地111ブロッ9、炭化物を含む 。2.5V M 賞灰色 炭化物、 土忠告細片をftむ
c 2.5Y 1< 賞灰色 鳩山プロl'、地10般を多量に含 S 1 05 ① 10YRM 灰黄銅色
d SYX  灰色 炭化物、Jtlll蝕.白色土校を含む ② 10YRM 紛灰色 炭化物、地山プロ77を多量に青む

e 5YX 灰色 ③ 10YRU 明演締色 ローム

t 2.5YM 淡黄色 ローム @ 10YRMにぷい貧俊色 Jt山プロ77.白色土訟を含む

第16図 C2区南北セクション図(西側)

→0' 

第17図 S801実測図
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39 41 
E.... 9.700m イド 勺 E'

第四国 SA01実測図
。 2m 

0.72m . 0.78m・0.70m・0.64m・0.71m.O.74m・0.66m・0.70m. O. 79mで、確認できる

総長は7.11m である。柱穴1;1:不幣方形を呈し一辺40-60cm、深さはが~20cmである。柱は柱痕跡

より径15-20cmと推定される。遺物は土師器杯 ・襲、須恵器杯・壷 ・費、円盤状土製品、丸 ・

平瓦、古銭 (開元通宝)が出土している。

SA02柱列跡 C2区の北京隅で検出した。重按関係にあるSI02・03竪穴住居跡、 SD15 

構跡の埋土上で検出し、これらをすべて切っている。方向は、北で約72度東に偏している。3

間分検出しており、柱聞は西より1.71m・約1.58m・約1.2mである。柱穴は一辺約40cmの不

整方形を呈し、深さ15cmを計る。柱痕跡は 2箇所で検出しており径15cmである。遺物は土師器、

須恵器の細片が若干出土している。

(3) 竪穴住居跡

S I 01竪穴住居跡 Cl区の地山上で検出した。北 ・西壁付近は既に削平されており 、貼り

床がわずかに残っているにすぎない。しかし、カマドおよびその周辺は比較的形態をと どめて

いた。このよ うな状況から平面形については不明確であるが、 およそ隅丸方形を呈するものと

考えておきたい。規模は南辺 2.0mであり、東辺は 2.2mまで検出した。方向は、南辺が東で

約16度南に偏している。カマド1;1:，東辺のほぼ中央に付

設され燃焼部と煙道部からなる。燃焼部側壁は地山を削

り出して摘築しでおり、傾IJ壁は火熱を受け赤変している。

外揃i銅!ri
ロ?ロナT、篠宮Eヘラ切号、l事錦下地、庭部手持ちヘラサズリ

第四国 S I 01出土遺物

ミ孟己イ
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煙道部との境には約10cmの段差がみ

られる。また、燃焼部内で丸瓦が直

立した状態で検出されている。 これ

は支脚として利用されていたものと

C九カマド周辺には炭化物考えられる。

と焼土粒を含むよが分布していた。

周溝は、南 ・西辺で確認しているが、

おそらくは各辺を巡っていた ものと
i
z
 

思われる。隅は10-13cm、深さ約10

ピット等は検出されていcmを計る。

るが、いずれも規則的に配置された

2m 。
カマドをと

り囲むように堆積する 1)冒と、貼り

ものではない。埋土は、

考
一取一跡一居一住

僧
一山
内
貿
康

貯

士
一
り

険

給

貼

土色

IOYRI・J{黒色

10YRMにぷい貧役色

IOYRM 縄灰色

床の 2・3府に大別される。遺物は、

様化物を若手合む1層から土師器高台付杯・費、須恵

S I 01実測図第20図器杯、赤焼き土器杯、平・丸瓦が出土している。

~I層およびS 1 03住居跡埋土上面て・検出した。重複関C2区の北東隅、S 102竪穴住居跡

係からSA02柱列跡より古〈、 S1 03竪穴住居跡より新しい。南辺と西辺の一部を検出したに

すぎずその全体の形状、規模等は不明である。調査した部分についてみると、南辺で1.5m以上

を計り、方向は南辺が北で約70度東に偏している。床は、全面に地山プロックを含むにぷい黄

43 42 41 
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3m 

C2区遺締配置図(2)第21図
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宿色シJレトで貼り床されており、その上面にはうすい炭化物病が堆積している。周識は、幅約

30側、深さ20cmを計り、南 ・西辺で検出している。カマド、柱穴は検出できなかった。住居内

埋土は、 2層に分けられるが基本的には同一で、地山粒を合むシルトで良くしまっでいる。遺

物は土師器杯 ・高台付杯 ・費、須恵器杯 ・蓋 ・費、丸瓦が出土している。

S I 03竪穴住居跡 C2区の北東隅、羽層上面で検出した。重視関係から SA02柱列跡、 SI

02竪穴住居跡より古く、 SD15溝跡より新しい。 S1 02竪穴住居跡にそのほとんどが壊されて

おり、周榔を部分的に検出したにすぎない。規模は、南辺で 4.0m、西辺では 2.2mまで検出

した。方向(;t、南辺が北で約70度東に偏しており、 S1 02竪穴住居跡とほぼ閉じである。周溝

は、南辺の一部で検出しており、幅30cm、深さ15cmを計る。カマド、柱穴等については調査範

聞が限られていたこともあり不明である。埋土は3層に細別されるが、いずれも地山ブロック

を多立に含んでいることから人為的に埋め戻されている可能性がある。遺物は土師器、須恵器

の破片が若干出土している。

.似)()m

。 1 m 

土層観察妻賢

JIlI. 層依 土 色 飾 考 遺術 Iff位 土 色 {帽 考

S I 02 7.5YR Y.にぷい剣色 石英粒を含む S 1 03 @ 10YRX 絢灰色

2 lOYR~ 灰貨紛色 @ 10YR ~ 灰貨術色 砂F電
3. lOYR~ 灰貨鋪色 周溝地山プロッ久炭化物を含む 。2.5Y Y. i曳筑色 . 
3 b lOYR ~ }IY;火縄色 . @ lOYR Mlニぷい波偲色 やや大きめの地山総をt鼠に含む
30 lOYRMにぷい貨般色 。給土ft Pit (.) 2.5Y ~ :成灰色 砂質

~ a 10YR'・U I1.I色 炭化物/i8 SD 15 。7.5YR M 問灰色 炭化物、マンガン経企11;む

4 b lOYR~にぷい貸借住 地山粒を含む SA021 (1) 12.5Y~ 淡黄色 地llJU を~JiI:に合む

第22図 S I 02・03セクション図

SI 04竪穴住居跡 Cz区の北西隅付近の地山上で検出した。重接関係から S801掘立柱建

物跡、 SAOl柱列跡、 SD03-06溝跡より古〈 、S105竪穴住居跡より新しい。平面形は、隅

丸方形を呈していたものと思われ、南辺で 5.1m、東辺で4.18mまで検出している。方向は、

南辺で計ると北で約78度東に偏している。構築に際しでは、 S105竪穴住居跡を埋め戻して、

Ilぽ全面に床を貼っている。カマドは、東辺の南京間寄りに付設され、燃焼部のみを検出した。

燃焼部は浅いくぼみになっており、内部埋土は焼土 ・炭化物粒を多く含んでいる。側壁、床面

にはさほど火熱を受けた痕跡は認められない。周溝は、カマド付設部分を除いた壁沿いに巡っ



ている。幅20-30cm、深さ 5

-10叩を計り、南辺ほど深く、

オーパーハングしている部分

もある。住居内で検出された

ピットの内、柱穴と推定され

るのはPl-P3の3個である。

いずれも不整円形のプランで

柱痕跡を有している。これら

の各住穴を結んだ線は住居各

壁と平行で、住居平面形とほ

ぼ相似する形をとることから

主柱穴とみられる。カマドの

西側には、不整形の土地が検

出された。これは埋土中に側

壁補強用と思われる石や、焼

土、炭化物粒を混入している

ことから、カマドに関連する

用途に使用されていたものと

考えられる。埋土は溝等によ

って壊され、ほとんとe残って

いないが、南控ぎわには人為

的な埋め戻しが認められた。

遺物は、土師器、須恵器の小

破片が出土している。

SI05竪穴住居跡 Cz区の

北西隅付近のSI04竪穴住居

遺徳

s [似
カマド

4主穴

府位

① 

② 

③ 

@ 

⑤ 
@ 

2 

3 

4 

5 
6 

39 40 

063 
P， 

土 色 備 ~ 
lOYRM ~灰色 炭化物を:t'平合む

lOYRM 灰貧灰色 占産土絵、炭化物を含む

lOYRX 明賃制色

lOYRK 線網色 t県土枚、様化物量:Hltl二含む
lOY R~にぷい貨尚色 総(t物をftむ
lOYRK ~高鍋色 . 
lOYR ~ fI斜品色 柱君主協

lOYR ~ D奇術色 4砂

lOYRM 灰資制色 織り11 様化物を符-F含む
10YRX 明賞制色 • 
10YR ~イ制灰色 191貨制色土をm状に~盆に合む

10YRX 灰演総色

第2.3図 S 104実測図

跡床面上で検出した。重視関係から$B01掘立柱建物跡、 SI04堅穴住居跡、 SAOl柱列跡、

S003-06講跡より古い。平面形は、隅丸方形を基調とするものと推定され、東西軸4.2m、

南北軸4.15mを計る。方向は南辺で計ると北で約78度東に偏している。SI04竪穴住居跡構

築時に埋め戻されていることから、南半は比較的残りが良好であるが、北半lま後世の溝によっ

てかなり削平されている。カマドは、南辺の南東隅寄りに付設され、燃焼部と煙道部からなる。

燃焼部は壁に按して住居外に構築されており、周溝がその中央に入り込んできている。規模は

27 
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幅約1m、奥行55仰を計り、底面には土師器費4個体分を敷きつめて燃焼部床面としている。

床面のほぼ中央には支脚と考えられる石が据えられ、その上に土師器饗の底部(第26図3)が

被せられていた。煙進は、基底幅20cm、長さ1.25mで、 lまぽ水平に煙出し孔へと続いでいる。

煙道先端の西壁ぎわには、長さ50cmの砥石を転用したとみられる細長い石が据え られている。

周溝は、住居壁沿いに全周しており、南壁ぎわがより深くなっている。幅20叩前後、深さ 3-

レ 9.8∞m ↓'

M-9.800m 句 M'

-L' 

、M'

1 

。

土層観察表

遺情 層住 土 色

5 K05 4 10YRK 褐色

Pit ロ 10YRJ，i 灰肉色

51ω ① 10YRX 灰貧銅色

② 10YRK 織灰色

③ 7.5YRK 縄灰色

5105 1 10YR}iにぷい貧燈色

2 10YRY.にぷい貧ね色

3 10YR K /.s灰色

4 a 7.5YRY.にぷい渇色

4 b 7.5YRXにぷい紛色

4 c 7.5YRK尚灰色

4d 7.5YRK褐灰色

4e 7.5YRK鱒灰色

4 I 7.5YRK術灰色

傭 司E
砂質

雄山プロッ夕、炭化物を含む

砂賞、炭化物と尾山績を含む

周溝織化鉄線量多量に含む

白色土鋭を多量に含む

肉色土粒を合む

炭化物を合む

開請E. 

l 
O 

。紡土質雄山プロヲ7を含む. . 
• 

39 

1I~ I~位
51 04 ① 

5 I 05 

カマド 2 
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4 
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7 
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第24図 S 105実測図
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9.500m....N' 

0. 

土 色 備 2聖

10YR" 明貧~色 周鴻

10YR" 明賞術色 t重道告書 炭化物を~.Itに含む

10YRI.?-{織色 4砂 鋭化物府

10YR Y.にぷい糞錫色 . 鋭化物を~.Itに含む
10YR~ 自民色 縄.ilttll! Jillt物.鍵土を:6干含(r
10YR~ 鍋色 題i草郡 鋭化物、焼土を多量に青む

10Y R;< I.U徽色 媛i草部 様化物、焼土を含む

10YR~ 以褐色 t重道官6m化物を~J置に含む

10YR'i )氏賞銅色 炭化物、焼土申立を含む

10YRI・3イ瓜色 . 
5YR X o3'赤締色 炭化物、焼土を~Jtに含む

5YR >< 剣灰色 . 



10cmを計る。住居内で検出されたピットの内、柱穴と推定されるのはP4-P6の3個である。

いずれも不整形のプランで柱痕跡は認められていない。これらは、 S1 04竪穴住居跡の主柱穴

とほぼ位置を!日lじくしている。床面は、地山を床としておりやや凹凸があり北側に向かつて傾

斜している。住居内埋土は4層に分けられる。1層は前述した通り、 S1 04竪穴住居跡構築時

に埋め戻した整地兼貼り床である。出土した遺物の内、図示できたのは16点である。その内、

燃焼部底面から出土した土師器4点は同時性を示す資料である。また、支脚(石)に被せられ

ていた土師器費や、煙道部先端出土の土師器妻、 燃焼部埋土出土の土師器杯 ・饗もこれら

に近い時期と考えられる。その他、埋土中から土師器杯(ロクロ未使用)、捜 (ロクロ使用と未

使用のものがある)、須恵搭杯 ・蓋 ・萱 ・襲、丸 ・平瓦が出土している。

(4)溝跡

SOOl溝跡 Cl区の中央を東西方向に走る溝跡で、近世以降の遺物を含む堆積層<U層)の

上簡で検出した。部分的に段築になっているところもある。確認できる長さは約22mで、幅2

m前後、深さ40-60cmを計る。なお、 SX01を切る溝状プランは方向、埋土の状況からして同

ーのものと考えている。遺物は、瓦、砥石、陶磁器が出土している。

SO 02溝跡 Cl区の西側北壁付近の地山上で検出した東西溝である。小ピッ トと重複する

がこれより古い。長さは 5.0m、幅40-50畑、深さ 2-5cmを計る。遺物は、丸・平瓦が出土

している。

S003溝跡 Cz区の北壁ぎわ、阻層上面で検出した東西構である。霊植関係からS004溝

跡より新しい。確認できる長さは12.3mで、幅 0.8-1.0m、深さ約50αnを計る。断面形は逆

台形を呈する。埋土は、 2層に分けられるが、いずれもしまりのない土質である。遺物は、土

師器杯 ・高台付杯 ・襲、須恵器杯 ・蓋 ・壷 ・費、赤焼き土器杯、円盤状土製品、丸 ・平瓦が出

土している。

S004溝跡 C2区の北陸ぎわ、 皿層上面で検出した東西講である。誕桜関係からS003溝

跡より古い。縦模等についてはS003講跡に壊されており・不明である。

S005溝跡 Cz区の北壁寄り、 V層上面で検出した東西溝である。重視関係からS801掘立

柱建物跡、 S006滞跡より新しい。東端が調査区の中央付近で立ち上がるもので、幅1.6-1.

7m、長さは7.2mまで検出した。断面形は舟底形で、深さ50cmを計る。埋土は、 2層に大別さ

れるが、いずれも自然堆積層である。遺物は、土師器杯・饗、須恵器杯 ・襲、丸 ・平瓦が出土

している。

S006溝跡 Cz区のほぼ中央、 V層上面で検出した東西溝である。重複関係からS005溝

跡より古〈、 S801掘立柱建物跡、 SA01柱列跡より新しい。方向は、発掘基準線に対して北

で約20度東に偏しでいる。確認できる長さは10.5mで、幅1.4-1.7m、深さ70cmを計る。底
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面は東から西に傾斜している。塩土は、 6層に細分されるが、全体に粘性に富んだにぶい黄褐

色シルトが主体である。遺物は、比較的多量に出土しており 、図示できたものも多い。土師器

杯、須恵器杯、丸 ・平瓦、砥石、鉄淳、不明鉄製品が出土している。

4 

5 
。 15an 

外商掬3宣 内面倒軍基

ヨコナデ、 体節ヘラナヂ lヨコナデ、休部ー郎ヘラナデ
・lヨコナヂ、{事態ヘラナヂ、へラサズリ lヨコナデ、体制ヘラナヂ
・ ・ '" Iヨコナデ
・lヨコナヂ、{事部ヘラケズリ |ヘラミガキ.IM色処理
・lロクロナデ iロヲロナヂ

第25図 S 105出土遺物(1)
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ノ三ごート二二雫き込司 10

11 

。 10剖
単位:an ( )は錐A鉱

No. '隆也 種銭 器形 外語餓鐙 内面倒箆 口径 lil'径 詰高 備 If 
3 帰 土師g 小~!I! 体llII下織へラケズリ.ao本業復 ヨコナヂ、{事官官ヘラナヂ (12.1) (6.6 12.4 外面鱈減

2 問 語尾 ~ " ヨコナデ、{事告書ヘラケズリ ヨコナデ.体錫へ予ナデ.正~øナテ' (15.6) 9.0 11.3 

3 カマド内 4砂 ~ ロ?ロナ-r.f事:lJ下l:Iへラサズリ ロタロナデ (8.7) 

4 I 3 11 。 T事 ヨコナヂ、体-liI!oへラサズリ ヘラミガキ ・織色処理E (14.6) 4.4 

S カマド内 。 φ ロタロナデ (13.6) (8.0) 4.2 外証~e~líl減

6 I 3 Iff 須恵、総 • ロタロナヂ、Ill:g~印紙ヘラ切り ロクロナデ 14.2 8.8 3.7 外体昔日へラ俗rmJ

7 I 3 編 4シ φ . 4・ • 14.4 7.2 4.3 

8 I 1 層 ~ " . . " (11.7) {つ8ま.b1置} 3.8 

9 I 3 暗軍 e・ ヨE ロ7ロナデ、天井邸白紙へラサズリ " (15.4) 2.8 3.1 

10 1 

" 
. 4・ . . . (18.0) 

11 3 層 . 2置 ロクロナデ . (20.9) 

第26図 S I 05出土遺物(2)
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単位:cm ( )は推定依

No. 週u謂 舗怨 総形 外商関皇室 内面制鐙 口径 ~f圭 ~，o; 備 考

1 I SD02 i/i<続き土.s 事事 ロタロナデ、底t1lI回転糸切り ロタロナデ 12.7 4.4 3.J 

2 . 事千平瓦 凶函f旨ナデ{布I3Ill若干残る) 凸面 』直弘文

3 I SDω m思1J 事専 ロ9ロナヂ、底節回転ヘラ切り ロクロナデ (13.6) ( 8.0) 4.0 

4 . . .. 4砂 Q:a白紙ヘラケズリ .. (10.6) 

5ISD06 土師i.1 a‘ . 底鶴岡鉱糸切り へラミガキ ・黒色処理 6.4 

6 . . 4砂 • 4砂 .. 6.2 

7 . . . ロタロす1'.車轟8厄車司9.陣轟下車miヘラt;('J . (13.1) ( 6.5) 3.9 
8 . • .. 。，ロサT.暗渇8伝*司9.停車下車手持ちへ予タ耳リ 4・ 13.8 5.8 4.3 

9 . . . 0'ロナヂ .. (13.ω ( 1.6) 3.5 外底錦In滋

10 . . -・ . ll.~伝来切。 ーー

(15.8) ( 1.0) 4.2 

11 . • 把手鍋 ヘラケズリ

12 . m惣 G t手 ロクロナヂ、iJ額回転糸切り ロクロナヂ 6.6 

13 . 4・ 4砂 . • .. (13.8) ( 5.7) 3.7 

14 4・ 4・ 4砂 . .. . (14.6) 6.8 4.3 

15 . 4・ 4砂 .. . .. (14.0) (7.4) 4.3 

第27図 S 0 02・03・06出土漬物

32 



。 初制1

定三訪

~ 
2 

EE 。
4 

10四 { V  5 

備考 鍋 唱E
届S袋、火を受けている

阪袋、滅状のキズ有

第28函出土遺物 (石製品)
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S007溝跡 C2区の南半、地山上で検出した。重複関係から 5008溝跡より新しい。方向は、

発掘基準線に対して東で約63度南に偏している。確認できる長さは 3.6mで、幅40-70側、深さ

10-20cmを計る。断面形は舟底形を呈する。埋土は、灰黄褐色粘土質シルトの単層である。遺物は、

土師器杯、須恵器杯・壷 ・襲、阪軸陶器椀、円盤状土製品、不明鉄製品、石鍬が出土している。

S008溝跡 C2区の南半、地山上で検出した。重抜関係からS007鴻跡より古い。形態は

L字状を皇し、長さ 4.5m+ 3.5m、幅 0.6-1.4mである。深さは10cm程であるが、南側ほ

ど深くなっており約20cmを計る。埋土は、灰黄褐色粘土質シルトの単層であり、 5007溝跡の

ものと非常に近似している。遺物は、土師器杯、須恵器繋が出土している。

S009溝跡 C2区の北京隅、東壁寄りの刊層上面で検出した。β向は、発掘基準線に対し

て東で約36皮商に偏している。確認できる長さは 2.0mで、中日50cm、深さ20cmを計る。埋土は、

褐灰色粘土質シルトの単層である。遺物は、土師器杯、須恵、器杯 ・塑が出土している。

S010溝跡 C2区のほぽ中央、整地層上面で検出した。重視関係から 5801掘立柱建物跡、

5K06土拡より古い。南側の残存状況が悪いので、形態については不明瞭であるが、おそらく

はL字状を呈していたものと思われる。確認できる長さは 5.5m、幅 0.6-1m、深さ 5-30 

仰を計る。l直面は凹凸があり、壁はほぼ垂直に近く立ち上がる。埋土は、 7層に分層されるが

全体に良〈似たシルトである。南から北へ堆積する自然埋没である。遺物lま、土師器杯 ・高台

付杯 '!l(ロクロ使用と未使用のものがある)、須恵器杯・輩、円線状土製品が出土している。

SOl1溝跡 C2区の北東隅、 w層上面で検出した。方向は、発掘基準線に対して北で約73
度東に偏している。西端は5103竪穴住居跡の南西隅付近で立ち上がっている。確認できる長

さは4.14m、上幅30-40cm、下幅10cmを計る。断面形は舟底形で、深さ20cmを計る。遺物は、

土師鵠杯 ・費、 須恵器杯 .~警が出土している

S012漕跡 C2区のほぼ中央、東壁近くの地山上で検出した。盤根関係から 5010溝跡よ

り古い。方向は、発効i基-準線に対して北で約34度西に偏している。確認できる長さは2.25mで、

幅30-40cm、深さ約10cmを計る。断面形は逆台形を呈する。埋土は、 l暗褐色シルトの単層であ

る。遺物lま、土師器杯 ・聾が出土している。

S013溝跡 C2区のほぼ中央、整地層上面で検出した。方向は、南北両隣りに位置するS

008・10泌跡にほぼ一致する。確認できる長さは約2mで、幅30cm、深さ25cmを計る。底面は

丸底気味で壁lま緩やかに聞く 。埋土は、にぷい黄褐色シルトの単層で、地山プロ ッ夕、炭化物

を多く合む。 遺物は、土師器杯・襲、 須恵器杯 ・費が出土している。

S014溝跡 C2区のほぼ中央、東壁ぎわの地山上で検出した小溝である。重複関係からS

X03より新しい。確認できる長さは 0.9mで、幅15cm前後、深さ 3-5cmを計る。遺物は、土

師器襲、須恵器杯 ・聾が出土している。



S015溝跡 C2区のS1 03竪穴住居跡、西隣りのvll層上面で検出した。重複関係からSA

02柱列跡、 S1 03竪穴住居跡より古い。 S1 03竪穴住居跡によって東への屈曲部が壊されてお

り、形態については明確にできない。確認できる長さは 2.0mで、幅20cm、深さ20cmを計る。

断面形はU字形を呈する。埋土は、褐灰色粘土質シルトの単層である。遺物は出土していない。

(5)土拡

SK01土拡 CJ区のS1 01竪穴住居跡の東側地山上で検出した正平面形は南北に長い不整

形である。昨年度の試掘調査では若干の掘り下げにとどめていたが、今回の調査で深さ10-

30cmを計り、底面は南から北へ傾斜していることが判明した。規模は、短軸1.25m、長軸は2.5

m まで検出した。埋土は、 3層に分けられ、西側から堆積しでいった自然流入土である。遺物

は、土師器杯、須恵器杯 ・費、赤焼き土器杯、平瓦、中世陶器播鉢、硯が出土している。

SK02土拡 Cl区の東端北壁ぎわの地山上で検出した。一部調査区外に延びるが、平面形

は東西方向の隅丸方形でめる。規模は長軸1.6m、短軸は 0.7mまで検出した。深さは5-15 

cmを計り、西側のほうが残存状況が良い。埋土は、時褐色シルトの単層である。遺物は、土師

器杯 ・饗、須恵器が若干出土している。

SK03土拡 Cl区の東端北壁ぎわの地山上で検出した。一部調査IR外へ延ひeるが、平面形

は不整情円形を呈するものと考えられる。確認した範囲では長軸1.4m、短軸0.9m、深さ10

cmを計る。埋土は暗褐色粘土質シルトの単層である。遺物は、土師器杯、須恵器饗が若干出土

している。

SK04土拡 Cl区の西側北壁ぎわSK05土拡の埋土上で検出した。重複関係からSK05土

拡より新しい。平面形は略円形を呈し、径70cm、深さ15cmを計る。底面は地山であり、 l:f.ぽ平

坦である。埋土は5層に分層されるが、全体的にみると黒褐色砂質シルト層が主体となってい

る。遺物は、土師器杯の破片が若干出土している。

SK05土拡 Cl区の西側北壁ぎわの地山上で検出した。重複関係からSK04土拡より古い。

平面形は不整形で、確認した範囲では長軸2.8m、短軸0.9m(最大)、深さ20cmを計る。底面は

南から北へと傾斜している。埋土は、 2層に分層されるが、いずれもにぶい黄櫨色シルトであ

る。遺物は出土していない。

SK06土拡 C2区のほぼ中央官層上面で検出した。重視関係から SB01掘立柱建物跡、 S

010溝跡より新しい。平面形は不整方形を呈する。規模は長軸90cm、短軸65cm、深さ 5-10cm 

を計る。造物は、土師器杯 ・高台付杯 ・費、須恵器杯 ・饗が出土している。

SK07土拡 C2区の北半部西壁ぎわのS1 04竪穴住居跡埋土上面で検出した。重複関係か

らS006講跡より古〈、 S1 04竪穴住居跡より新しい。平面形は不整形で、確認した範囲では

長軸1.15m、短軸0.9m、深さ10-15cmを計る。埋土は、褐灰色砂質シルトの単層である。遺
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物は、土師器費、須恵器褒が出土している。

SK08土拡 Cz区のほぼ中央東壁寄りw層上面で検出した。重接関係からSD06溝跡より
古い。 平面形は不整円形で、長軸1.15m、短軸0.85m、深さ約25cmを計る。底面は中央付近が

やや議み、 壁は外反しながら立ち上がる。埋土は、灰白色砂質シルトの単層である。遺物は、

土師器杯 ・饗、 須恵器杯 ・登 ・襲が出土している。

(6) 特殊遺構

SXOl ~刈 ・ (司 Cl区の東側で検出した土塁状遺構である。幅3mのトレンチ内での調査で

あったためその全容については不明である。重被関係から SD01構跡より古い。上盤状遺構は

(刈 ・(同がほぼ平行する位置関係にあり、構築面はいずれも地山でゐる。 積土は、2層に大別

される。 下層がややしまりのある褐色シルトで、あるのに対して、上層はしまりに乏しいにぷい

2 

単位:an( )I;U豊定値
No. 選権 種類 鐙形 外商 IIf1.!i 内 d福岡鐙 口 径 底 f王 器高 自陣 事E
1 I S 007 灰粕陶苦5 備 ロタロナデ ロタロナデ (14.6) 
2 4砂 須怒 i!.'i 杯 ロクロナデ、際部回転系切り " 15.3 7.0 4.5 
3 S008 。 " 4砂 告

" (15.6) ( 6.6) 4，5 
4 S 010 " 4砂

。 φ q (14，0) 6.0 4.3 
5 S KOl 土師務 " 4砂

4・ へラ ミガキ ・似色処理Z 6.4 
6 . i!\~定き土器 " + • ロクロナデ (l4.2) 5.3 4.1 
7 S K08 須恵 i!.'i 4砂 + • 4・ (l4.4) ( 6.2) 3.9 外{本部損傷 rt卓J晶、
8 . 土 飯器 " 4砂 • ヘラミガキ.fJl色処E聖 (13.6) ( 6.1) 4.1 
9 4砂 須~器 4・ . a!lB回転来切り ロ7ロナヂ (14.8) ( 1.4) 4.2 
10 S X03 . . . ao回転ヘラ切り . (14.4) ( 9.6) 3.4 

第29図遺織内出土遺物



黄褐色シルトである。遺物lま出土していない。

SX02 C 2区の南端西側削平断面で検出した地下式坑である。天井はすでに崩落しており、

側壁と床面のみ検出された。方向は発掘基準線に対して東で約 6度南に偏している。確認した

範囲では削平面から約 2.1mの所に玄門状の括れがあり、その奥には幅約 2.3m、奥行き 3.6

mの長方形を呈する一室がある。さらに北側には、幅約1.7m、奥行き約1.5mの坑が付設され

ている。全体の長さは5.5mまで検出し、床面から天弁部までの高さは約1.2m- 1.5m位はあ

ったと推定される。床面レベルは、西側がやや低いが、概ね水平になっている。その他、付属

施設と見られるものは検出きれなかった。埋土は、 34層に細別されるが、基本的には褐色シル

トと黄樫色の地山崩壊土が互層になるもので、その聞に炭化物層が数枚介在している。堆積の

仕方は東から西へと傾斜する自然埋没であり、 30層以下は天井崩壊土と考えられる。遺物は、

土師器、須恵器の綱片と、骨片が若干出土しているが、直接遺構に伴うと思われるものは出土

しでいない。

Q>-11.200m Rト 11.0∞m 11.∞Om→S I 

。 2m 

第30図 S X 02実測図

SX03 C 2区のほぼ中央東壁ぎわの地山上で検出した焼土遺構である。重複関係からso

14溝跡より古い。平面形は不整形を呈するが南端で、は溝状になる。規模は短軸約 1m、長軸1.

44mまで検出した。床面は北側に向かつて傾斜しており、その一番低い北壁近くに焼土の集中

する部分がある。また、その中央には焼石が検出された。埋土は、褐灰色砂質シルト層で、ある。

遺物は、焼土内から土師器杯 ・費、須恵器杯 ・査が出土している。

〈堆積層及び整地層出土遺物〉

I-VIl層からは、土師器、須恵器、赤焼き土器、瓦、土製品、石製品、鉄製品等が出土して

いるがいずれも細片のものが多い。

I層(表土) には、近世以降の陶磁器、瓦等にまじって土師器、須恵、器、古代の瓦がある。

ll-刊層には、土師器杯・高台付杯・饗、須恵器杯・高台付杯 ・蓋 ・萱 ・饗があり、古代よ

り新しい遺物は含まれない。

土師器杯には、製作技法にロクロ使用のものと、ロクロ未使用めものが為る。刊.VIl層では

両者が混在しているが、ロクロ未使用のものの出土量はさほど多いとはいえない。V層からは、
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。 lOcm 14 

No. 自画 t亙 種額 g彩 外面調宣E 内U面開隻 ロt王 曜ま1主 著書~ 備考

I 層 事F丸瓦 t掴弁語草花文
Z I JV 層 丸瓦 刻印 r伊J

31m Jif 事F丸瓦 !t弁溢7E.文
4 4砂 土鱒笛 f.(-、 ロクロナデ、底部自転糸切り ヘラミガキ.1I!t色処E里 12.8 6.2 4.9 
5 I JV 層 4砂

4・ • i事-~:$-手絡ちヘラケズリ • 13.8 6.3 3.0 
6 4砂 .. • 4砂 底部聞紙糸切り • 13.0 7.6 4.4 
7 I V R理 告 .. .. .. .. (14.2) 7.0 4.8 

8 .. 今 e加 .. .. .. (15.0) ( 8.4) 5.0 
9 。 4砂 4砂 i卒ーl必告uへラケズ リ 4砂 (17.6) ロクロ米f史朗
10 fi地層 4シ @ ロ7ロナヂ、底的回転糸切り 4砂 (14.8) 6.4 5.5 
11 W 崎市 。 .. ロヲロナヂ.(事総回転ヘラケズリ 4砂 (16.6) ( 8.2) 8.5 
12 . 4砂 4・応援しており純益不明 • (12.8) ( 8.0) 4.9 ロクロ，f;::使用
13 V 府 争 雪量 ロクロナデ ロクロナヂ (14.0) 

14 . 今 .. 4・ . 
第31国 土佐積層 ・霊地層出土遺物(1)
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らは、大半がロクロ使用のものに変わり、困層においてはさらに赤焼き土器が加わってきてい

る。饗についてもほぼ同様な傾向が見られる。

須恵器杯についでも、ほとんどが破片のため大まかな傾陶しか知ることができないが、 w層
では底径に比して器高が低く、多少丸底気味の器形のものが出土している。町層より上層では、

口径に比して底径の小さいもので、底部が回転糸切り無調整のものが大半を占めている。

整地層からは、土師器杯・高台付杯・言語、須恵器杯 ・壷 ・饗 ・円盤状土製品、瓦が出土して

いる。土師器については、ロクロ使用のものが多いが、他には、これといった特徴は指摘でき

ない。

亡二ブ モヱヨ言語ヨグ
1 ¥ミヰヲ
¥ミ主-r

。 lOcm 08 9 

単位:cm ( )は推定値

No R再位 組鎖 銭形 外商潟fA 内面 i崎整 ロf是 liH是 総務 昔品 考

l lR事 ~n怒~ E事 ロクロナデ、 E主税回転へラ切り ロヂロナデ 外l底部占島容「大口』

2 I IV層 4シ 争

'" 底部回紙糸切り '" (14.4) 6.4 4.4 

3 " '" 争 4シ '" .. (14.3) ( 6.2) 4.3 

4 vso '" " 
4伊 '" 

.，. (14.2) 6.2 4.5 

5 .，. '" 
.，. 
'" 

ゐ 4歩 (14.4) 6.4 4.6 

6 .，. d拾 今 。 4診 .，. (l5.6) ( 7.8) 4.3 

7 ゐ φ 宣車 ロヲロナデ、阿部回転ヘラケズリ 4伊

8 N騒 土製品 土錘 全体に属事減 袋さ 4.4師、幅1.6叩

9 .. 鉄製品 釘
第32図堆積層・整地層出土遺物(2)

39 



40 

3. 0地区

本地区は、本年度新たに調査対象地区とした場所である。調査区は地形に沿って 3ケ所に設

定し、東よりDl区、 D2区、 D3区とした。なお、 D1区では遺構は検出されておらず、造物に

ついてもその出土量はごくわずかである。

〈地形と基本層位〉

D地区は全調査地区の西端にあり、丘陵部が沖積部に移行する西斜面に位置する。この斜面

は、 D1区では比較的急な落ちをみせるが、 D2区からD3区にかけては緩やかな傾斜となって

いる。調査区全域には盛土が厚〈堆積し、 D2.D3区では蟻土の下に厚さ30-40cmの旧水田耕

作土が分布している。なお各調査区の堆積層については対応関係が不明なため、ここでは各区

ごとに説明することにする。

01区

堆積層は3層確認されている。いずれも地山の傾斜に沿って堆積しており、厚さ10-20cmを

計る。 I.II層は地山プロックを含む褐色ない し黒褐色シルト層である。 皿層lま黄褐色粘土質

シルト層である。

02区

01区と同じ丘陵斜面に位置する。地山面での比高差は約50cm程度で、その傾斜は緩やかであ

る。 I層は旧水田耕作土であるが、 日層以下は全て造物包含府である。なお、調査区西壁付近

において、国府が町層を切って落ち込むことを確認した。この落ち込みは、地山面まで到達し

ており部分的に畦畔状の区画を作るところもある。

Ia層 旧水田耕作土である。調査区全域に10-25cmの厚さでほぼ水平に堆積している褐灰

色シルト層でみる。

lla層 調査区の北半告1Iに分布し、 J享さ 5~20cmを計る灰褐色砂質シル ト層である。

IIb層 調査区北と幹部ほぼ全域にその分布がみられる。下府の傾斜に沿って堆積しているた

め、西側てるは厚く堆積している。若干粘性が認められる黒褐色シルト層で、厚さ約10-50cmを

計る。

日c層 調査区南半部に分布し、 11ぽ水平に堆積している。黒褐色シルト層で、厚さ約20叩

である。

IDa層 調査区西主幹部に分布し、西側に向けて徐々に傾斜しながら堆積している。地山粒を

含む黒褐色粘土質シルト層で、厚さ15-30cmを計る。

自b層 illa層とほぼ同じ箇所に分布する。灰白色火山灰を斑状に含む黒褐色シjレ卜層で、

j耳さ約15佃を計る。

N層 調査区西壁付近を除く全域に分布する。一部地山直上にあり、傾斜に沿って堆積して



いる。灰黄褐色粘土質シルト層で、厚さ15-30cmを計る。

V層 調査区北半部の地山車上に分布し、 Ilぽ水平に堆積している。黒褐色粘土質シルト層

で、厚さ約7-20cmで、ある。

なお、地山層中には、堆積時に流れ込んだと思われる自然礁が、主に東半部に集中して認め

られた。

D3区

03 区は周囲の水田面より 一段高いレベルに位置し、 ~iぽ平坦面を呈している。なお、 02

区で検出した包含層は検出されなかった。

I層 調査区全域を覆う旧水田耕作土で、ほぼ水平に堆積している。酸化鉄斑を含む褐灰色

シル卜層で、 厚さ10-20cmを計る。

E層 調査区全域に分布する旧水田耕作土で、 liぽ水平に堆積している。黒褐色砂質シルト

層で、厚さ約20cmを計る。

国a層 調査区のほぼ全域に分布する。若干しまりのある黒褐色シルト層で、北側に向けて

徐々に厚さを増している。厚さ10-20cmを計る。

illb層 調査区の北半部に分布し、ほぽ水平に堆積している。酸化鉄斑を含む黒色シルト層

で、厚さ 2-10cmを計る。

田c層 調査区北半部に分布し、水平に堆積している。粘性、しまりの強い黒色粘土質シル

ト層で、厚さ約4cmを計る。

N層 調査区北半部の東側に分布する粘性の強い黒褐色シルト層である。ほぽ水平に堆積す

るが、東側に向かうほどその厚さを増している。

V層 調査区の南半部に分布し、ほぽ水平に堆積している。粗い砂を主体とする褐色砂層で、

厚さ約5cmを計る。この面より、灰白色火山灰を含む溝跡を検出している。

百層 調査区のほぼ全域に分布する。マンガン性を含む粗い砂粒を主体とする明褐色砂層で

ある。SO16・17溝跡の検出面である。

〈発見遺構と遺物〉

本地区で検出した遺構は、掘立柱建物跡3棟、溝跡17条、土拡l基、小柱穴、畦畔状遺構で

ある。

(1)掘立柱建物跡

S801掘立柱建物跡 D2区中央部東側の地山上で検出した東西2問、南北3聞の南北棟掘

立柱建物跡である。SB03建物跡、 S002溝跡と重被関係にあり、これらより新しい。建物の方

向は、西側柱列でみると北で約7度西に偏している。桁行は、西側柱列でみると南より1.61m

• 1. 75mで総長4.97mを計り、梁行は北妻では2.76m. 1. 62mで総長4.37mである。特に四隅の
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第33図 02区i量権配置図
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02区堆積層東西セクショ ン図

03区土佐積層東西セクション図
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11嘗位| 土 色 繍 考 司自t主 土 色 働 " Oz区堆積層東西七クション 地4貴婦 Wa 10YR~ 黒褐色 自主化鉄縫を合む

3怯検峨 I 7.5YR ~ 1.¥1灰色 IUb 10YR~ 黒色 4・
sa 7.5YR ~ 灰泌色 砂質 tnc 10Y R~ 潟色 制i土質

Ub 10YR ;s 線栂色 Is色土紘を含む W 10YRM 操銅色 4砂

Wa 10YRX o奇偶色 納土質 上也山粧を含む V 10YR.K til灰色 砂 時量化鉄絡を含む

Wb 10YR ;s 瓜縄色 lift鉄穂、灰白色火山灰を含む 50α削 10YRX 泉織色

W 10YR~ 灰貧織色 事占土貧 富量化2実現Eを含む 2 10YR~ 灰貧縄色 砂~

S 001 10YR~ 灰貧縄色 SO倒防 ① 10YRX ~締色 自量化鉄車Eを含む

z IOYRX t&~目色 @ ・ 10YR~ . 紗'I'f
3 10YRM /1¥褐色 S KOl イ 10YRM 然褐色 砂質 画量化鉄~を含む

03区堆積屑東西セクション ロ 10YR~ 灰貧者S色 . 
』盤積層 10YR .K 縄灰色 時量化鉄S在、砂1立を含む ，、 7.5YR~ 灰織色 4・同量化鉄継を含む
H lOYRM 織紛色 砂1t 織化鉄.~を含む

第35図 D2 ・D3区縫積層セクション図

柱穴が他のものより一段深〈掘り込

まれているのが特徴となっている。

柱穴は径30-40cmの楕円形や隅丸方

形を呈するものなどがゐり、 一様で

はない。柱痕跡は径15-20cmである。

埋土は黒褐色シルトを主体としてい

る。遺物は土師器杯 ・襲、須恵器杯

・費が出土している。

S802据立柱建物跡 02区北東部

の地山上て救出した掘立柱建防跡であ

る。重接関係からS004瀞跡より新

しい。また、 SB 03建物跡とも露按

16 

① 

17 

& .. 
I 0 
一Cd

3m 

第36図 S801実測図

しているが、直接の切り合いを有していないため新旧関係は不明である。南北21湖、東西1聞

を検出しているが、東西についてはさらに東側で調査区外に延びる可能性が強い。建物の方向

は北で約3度東に偏している。柱聞は、西側柱列で南より1.

日
0
0
5

-Ca 

30m' 1.52mで総長2.82m、北側柱列では1.36mを計る。

柱穴は径30-40cmのものと、径約15cmのものがあり、いずれ

も略円形を呈している。前者には、径約15cmの枝痕跡が認め

られる。 掘り方埋土は、下層に禍灰色シル ト層が堆積し、 上

層には灰黄褐色シル卜府がみられる。下層は上層に比べ粘性

が強〈 、地山粒を含んでいる。遺物は出土していない。

S803据立柱建物跡 02区北東部の地山上で検出した掘

m
v
'
品

! a 
O F、 2m

第37図 S802実測図
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立柱建物跡である。S801建物跡とS008溝

跡と重按関係にあり、これらより古い。また、

S 802建物跡とも重複があるが、直接切り合

いが認められないため、新旧関係は不明であ

る。東西1問、南北3聞を検出したが、これ

から建物を復元した場合、極端に長いものに

なってしまうため、南北3問、東西2間以上

の総柱建物跡と考えておきたい。建物の方向

を西側柱列でみると、北で約4度西に偏して

いる。柱聞は、西側位列では南より1.84m. 

1.87m . 2.41mで総長6.llm、北側柱列では

2.27mを計る。柱穴は、 50x60cmのものや、

30X40cmのものなどがあり、その形状も隅丸

方形、不整形と様々である。 柱痕跡は、，~ぼ

。

o 2m 

第38図 S803実測図
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A 

径20cm前後を計る。締り方埋土lま、地山粒を含んだ褐灰色シルト、黄褐色シルトが主体となっ

ている。遺物は出土していない。

(2) 溝跡

SOOI溝跡 02区中央部のE層上面で検出した南北講である。確認できる長さは18mで、

上幅 0.9-1.2m、下幅30-40cm、深さ45αnを計る。方向は発掘基準線に対し、北で約30度西

に偏している。埋土は、上層から灰黄褐色 ・暗褐色 ・黒褐色シル卜の3府に分けられる。遺物

は、土師器杯 ・襲、須J怠鵠杯・襲、近世以降の陶磁器が出土している。

S002溝跡 02区中央部の地山上で検出した南北講である。重報関係より、 S801建物跡、

S005構跡よりも古〈、 SO06溝跡よりも新しい。確認できる長さは18mで、上幅約90cm、下

幅約50cm、j架さ約20cmを百十る。埋土は灰黄褐色 ・褐灰色シルトの2層に大別される。遺物は、

土師器杯 ・襲、須忠器杯 ・査 ・襲、瓦が出土している。

S003溝跡 02区北側の地山上で検出した南北講である。 S004灘跡と鷺複関係にあり、

これより新しい。雌認できる長さは 3.2mで、上幅約50cm、深さ約10cmを計る。埋土は灰黄褐

色シルトと補灰色シル卜の2層に分けられ、ともに地山粒を含むのが特徴である。遺物は土師

器杯・襲、須恵器杯 ・蛮 ・費が出土している。

S004溝跡 02区北東コーナ一部の地山上で検出した東西溝である。S802建物跡、 SO

03諜跡と重複関係にあり、これらより古い。確認できる長さは1.9mで、上幅約40cm、下幅約

10cm、深さ約10cmである。埋土は灰黄褐色シルトの単層である。遺物は土師器杯 ・費、須恵器
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杯 ・高台付杯 ・葦が出土している。

S005溝跡 02区南西部の地山上で検出したほぽ直角に屈曲する溝跡である。 S002・06

満跡と重接関係にあり、これらより新しい。 確認できる長さは東西 2.5m以上、南北2.13mで、

上幅50-60cm、下幅20-40側、 j架さ約8cmで、ある。埋土は掲灰色シル トの単層である。遺物は

土師器費、須恵器杯が出土している。

S006溝跡 02区中央部を南北に走る溝跡で、 S002溝跡を完掘した後に検出された。確

認当初の所見では、 S002泌跡の埋土の一部と見て、この様跡が段掘りを呈するものと考えた

が、調査区の北端でS002溝跡と異なった方向を取るため、重複関係のある溝跡と理解した。

確認できる長さは22mで、上幅20-30cm、下幅5-10cm、深さ約8cmを計る。埋土は地山プロ

ックを含む灰色シルトの単胞である。 遺物は出土しでいない。

S007溝跡 02区南西部西側斜面の地山上で検出した東西溝である。確認できる長さは3.

2mで、上幅約60側、下幅約30cm、深さ約10cmを計る。埋土は褐灰色シルトの単府である。遺

物は、須恵器杯が出土している。

S008溝跡 02区北京都の地山上で検出した東西樽である。S803建物跡と重複関係にあ

り、これより新しい。確認できる長さは 1.6mで、上幅約80cm、下幅約60cm、深さがnOcmであ

る。埋土は、黄褐色シル卜の単府でめる。遺物は出土していない。

S009的溝跡 03区東側目 層上面で検出した。S009(8)瀞跡とほぼ閉じ位置で重複してお

り、これより新しい。本構跡は南端付近で屈曲し、南北方向から東西方向に向きを変えている。

確認できる長さは11mで、下幅約40cm、深さ約50cmを計る。上幅については、北壁断面で観察

すると約 2.5mもある。埋よは2層に大別され、上層は織尚色シルトを主体と し、F層は砂層

となっている。遺物は土師器杯 ・饗、須恵器杯 ・葺 ・費、瓦が出土している。

S 009(8)溝跡 03区東側 日層上面で検出した。仏)鴻跡に大半が壊されており、形態につい

ては不明確であるが、 (A)構跡とほぼ同じ位置で東西方向に向きを変えている。確認できる長さ

は約12mで、深さ約60仰を;il・る。埋土は 2層に分けられるが、黒褐色シル卜 を主体としている。

S002・06 S003 S004 
Bト 4.4∞m -i8' 

C揚場c D←4.5∞m -iD' 

疹揚多
① 

土層観察表
土 色 | 備考 土色

10YR;f灰賛縄色 |酸化量生朝Eを合tr 1 IIOYR >i 灰貧縄色
2 110YRK 褐灰色 |地山総を含む 2 IIOYRK 網灰色

① 110Y RX 灰色 l 池山プロ 17を含む 1 IIOYR，K 灰貧徳色

1 'IOYRK 術灰色

第39図 02区溝跡セクション図

疹揚揚多

備勾

量主化鉄砲、 鋭化物を含む

地山組、様化鉄絡を含む

量量化鉄覇Eを含む
厳It鉄砲、マルガンf立を含む

1 m 



遺物は土師器杯 ・費、須恵器杯 ・萱 ・費、古銭 (寛永通宝)が出土している。

S010溝跡 03区南半分のV層上面で検出した。この溝跡は東西方向に向きをとり、 SO

09ca購跡付近にくると蛇行し、調査区外へと延びて¥，¥る。確認できる長さは約10mで、上幅約

60cm、下脇.約30cm、深さは15cmを計る。埋土は3層に分けられ、 1層には灰白色火山灰がプロ

ック状に含まれでいる。遺物は出土していない。

SOl1溝跡 03区V層上面で検出した。 この溝跡は確認した範囲では、 S010溝跡とほぼ

ミ壬ヨイ

ミ二ヰ弓イ

仁一一寸

〈二二二フ
。

R¥ 
人「

ー'十32
1
B
1
1
E
S
S
E
-
a
E
I
E
E
E
1
ps

6 

7 

10田

) Il.~髭定値単位:四

No. 遺掛町 樋矧 z:;形 外面調!i 内面調. 円径 l!f.量 (j高 自信 考

1 I S 001 須恵霞 F事 ロタロナT.&~@JI伝ヘラ切りのもナT ロクロナデ 13.0 6.2 3.7 

2 . 土防窃 雪量 ロクロナデ、体~下半ヘラケズリ へラミガキ・見直色処理 (21.4) 

3 I S 002 UlJ:.Zi t; ロタロナヂ、 tleJ回転ヘラ切り ロクロナデ 13.5 7.3 3.5 火ダスキjjt

4 I S 0ω J:師窃 ヨE ロタロナヂ、体鋭下半ヘラケズリ ヘラミガキ・緑色処理 21.7 
5 I S 002 須!!.2:. . 平行"J曹目、盟国都ロクロナデ ロアロナデ・体部ナデ (22.9) 

6 I S 0ω 加工上露片 平行叩き目、研磨 平行線状当τ飯鋭、研'" 須;t!&1体IS..，紛Tち欠き

7 I S 001 低 石 織自誕

第40図溝跡出土遺物
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並行して走り、さらにSD09仏)溝跡の東側で検出されなかったことより 、ほぽSD 10講跡と同

様に蛇行するものとみられる。確認できる長さは約 8.5mで、上幅約50側、下幅約10側、深さ

約10αnを計る。埋土lまJ;'(白色火山灰を含む黒褐色シルトである。遺物は須恵器杯が出土している。

S012溝跡 03区南西隅の地山上で検出した。方向は、発掘基準線に対して北で37度西に

偏している。確認できる長さは 5.5mで、上幅50-60側、下幅20-40側、深さ 5-10倒を計る。

埋土は町層に近いシルト層である。遺物は土師器杯 ・襲、須恵器椋 ・輩 ・費が出土している。

S013溝跡 D3区西半部田層上面で検出した。方向は発掘基準線に対して北で37度西に偏

している。確認できる長さは約10mで、上幅約1.1m、下幅約30cm、深さ約35cmを計る。埋土

は3府に分けられ、いずれも砂質シルトを主体としている。遺物は土師時杯 ・襲、須恵器杯 ・

襲、灰粕陶措が出土している。

S014漕跡 D3区南半部のV層上面で検出した東西部である。確認できる長さは2.5mで、

上幅約50cm、下幅約25cm、深さ 5cmを計る。埋土は灰白色火山灰と酸化鉄斑を含む黄褐色シル

ト層である。遺物は須恵器杯が出土している。

S015溝跡 D3区南壁際のV層上面で検出した東西鴻である。SD 14潟跡とほぼ同一形態

で、埋土も同じである。確認できる長さは 2.8mで、上幅約45師、 下幅約25cm、深さ 6叩を計

る。遺物lま出土していない。

S016溝跡 D3区中央部vl層上面で検出した南北様である。SD 17講跡と重複関係にあり、

S013 SOlO・11
~ H' c←4.4∞m 

S014 S015 Kトー4.000m
S016・17 →K' 

iト4.200m →1 ' Jトー4.200m →J ' 2 

蕩蕩務内 物麟
締りすぎ。
』 M

d
 

遺卿 緬t証 土 色 自首 考 通E繊層住 上 色 HI 考

S 013 1.5YR}i ~色 砂質 S 014 10YR" 1<燭色 ~向色火山灰、 議ft銑績を含む

2 1.5YR}i 灰褐色 . S 015 10YR" 貴闘。色 紙白色:Jr..山眠プロ7'.Iilft鉄竜を含む
3 1.5YRK 紛灰色 + S 0 16 10YR" 1<綱色 紗

4 1.5YRK 織縄色 給土質 2 10YR" 1<銅色 • 
S 010 10YR~ g;，貧lId色 灰白色火山脈をプロ7'~置に含む 3 10YR" 貧削白色 4砂

2 IOYRJi 瓜布陣色 織化鉄覇l.観ぃ砂絵を含む S 0 11 10YR" 貧割目色
3 IOYR Ji 持品1畠色 t也山絢段、組ぃ紗殺を含む 2 IOYRX 賃制色

S 0 11 IOYR Ji 胤鈎色 灰白色火山灰をプロック状に含む 3 10YRX 貨渇色

第41図 03区溝跡セクション図
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これより古い。確認できる長さは 5mで、上幅約70師、下幅約20cm、深さ約15仰を計る。埋土

は黄褐色の組砂が主体となっている。遺物は土師器杯 ・費、須恵器杯 ・輩 ・聾が出土している。

S017溝跡 03区の中央部VI層上面で検出した南北講である。S016溝跡と重按し、これ

より新しい。確認できる長さは 4.5mで、上幅約40cm、下幅約10cm、深さ約10側を計る。埋土

はS016溝跡と類似した組ぃ砂が主体となっている。遺物は須恵器密が出土している。

(3)土拡

SK01土拡 D3区北控際のN層上面で検出した。規模は長軸3.85m以上、短軸2.25m、深

さ10cmを計る。平面形は南北に長い不整形である。壁は底面よりゆるやかに立ち上がっている。

埋土は鵠禍色 ・灰賀補色 ・灰褐色砂質シルトの3層に分けられる。遺物は土師器杯 ・曹、須恵、

器杯 ・聾が出土している。

〈堆積層出土の遺物〉

02区

ll-V層の包含層からは、土師器、須恵器、赤焼き土器、灰粕陶器、瓦、円盤状土製品、古

銭、鉄製品が出土している。このうち、特にE・困層からの出土量が多い。なお、府位ごとに

遺物の取り上げを行なっているが、そこには特徴的な違いが見い出せなかったことから、

では器種に主眼をおいて説明していくことにする。

(l) 土師器

守司

、，‘ー

土師器は杯、高台付杯、饗の器種が認められる。その中でも杯と寝の出土躍が多〈、他はわ

ずかである。

〈杯〉 製作技法により、ロクロ未使用のものと、ロクロ使用のものに分けられる。前者につ

いては出土虫がわずかで、図示できたものは由層から出土の 1点だけである(第43図3)0平底

気味の底部をもち、体部が内奪して立ち上がる小形のものである。 外商はイ本部から底部にかけ

てヘラケズリを施し、 内面はヘラミガキ ・黒色処理を施している。後者については、全て内面

にヘラミガキ ・黒色処理を施している。底部が回転糸切り無調整のものが多く認められる。

〈高台付杯〉 図示できたものは、 田層から出土した 1点だけである(第43図4).，体部が内管

気味に立ち上がり、口縁部でやや外反するものである。底部には回転糸切り痕が認められる。

〈聾〉 ロクロ未使用のものと、ロクロ使用のものがある。前者は出土品がごくわずかで、図

示できたものは 1点だけである(第43図2).，体部中頃より上を欠損しているため、全体の器形

は不明である。外面にはヘラケズリ、内面にはハケメの後ヘラナデが施されている。後者につ

いては、出土量は多いが大部分が破片のため、図示できたものは 2点と少ない。両者とも口径

より器高が小さく、口縁部が r< J の字形に短く屈曲するものである。第43図1は体部下半

にヘラケズリが施されており 、第42図9は底部に回転糸切り痕が認められる小形のものである。
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(2) 須恵器

須恵器には杯、高台付杯、萱 ・饗の器種が認められる。特に杯と饗の出土量が多い。

〈杯〉 ロクロからの切り離し ・調整技法によって4種類に分類できる。このうちD類の出土

量が最も多く、 C類がこれに次ぐ。両者を合わせると、杯全体の出土量の約9割を占める。

A類 :回転ヘラケズリ調整を底部全面から体部下半にかけて施しでおり、切り離し痕跡が残

らないもの(第43図9)0 

B類 :手持ちへラケズリ調撃を底部全面から体部下半にかけて施しており、切り離し痕跡が

残らないもの(第43図13)。

。 lOcm 

単位:cm ( ) 1;1:推定総

No. 府{立 種類 ま奇形 外面調笠 内面鰐~ 口径 Eまf基 俸高 俄考

I~ 土師号器 杯 ロ タ ロ ナデ首~*-切り、事理ヘラケズリ ヘラミガキ ・黒色処理 (14.0) ( 7.1) 4.1 

2 " " 告 . " (14.2) ( 6.8) 4.4 
3 " " " 4・ 腹部回転糸切り " (12.7) ( 5.6) 4.1 
4 I 0層 " 

今 . . " 13.3 6.3 4.3 実形

5 I~ m:¥!.i 告書 " . • ロヲロナヂ (14.5) ( 7.4) 4.2 

6 " " " 
。 底部回転糸切りか e (13.6) ( 8.7) ( 3.7) 

7 I 0 Rll " ゐ 4砂 l伝部回転へラ切り 司P (12.6) 6.2 4.3 

8 。 " " 
. 低音U@転系切り 4歩 (14.1) ( 6ι) 3.7 

9 4シ 土師 iS 小~~ 宅棒 今 φ 4シ ( 9.0) 5.2 7.0 

10 。 須:¥!.ig 係 4砂 底部回転ヘラ切り " (14.3) ( 6.7) 4.0 外{卒告書盛省

11 IJIll 赤焼き土器 策制す凪 . aま古事回転糸切り 4シ

第42図 02区堆積層1. n層出土遺物



定記毒ヌ
2 

¥ゴ田f
干 ミま号
ビゴごぷ一「 10足-til 

Ilti立:cm ( )は総定値

No. 組奴 お形 外商 問豊富 内面倒 援 ロf量 liI:1量 続四E 備 考

1 土師窃 雪量 ロクロナデ、 f事告E下半ヘフケズリ ロタロナデ (14.9) 6.5 (12.9) 

2 + • ヘラケズリ 刷毛目のちヘラナデ (10.8) ロクロ未使用

3 4砂 t不 体-Iri宝飾ヘヲケズリ ヘラミガキ ・織色処寝 ( 9.8) 2.6 . 
4 4砂 高台ft杯 ロクロナデ、ほ邸回転糸切り 4砂 (15.6) 7.8 5.6 

5 I ULill iZj 係 • Iæ~回転へラ切り ロ7ロナデ (14.2) 8.2 3.7 

6 4砂 4・ . . 4砂 (13.1) 6.6 3.7 

7 4砂 + . E重膏E回転糸切り + (14.2) ( 8.2) 4.0 

8 赤策事土S . ロ7ロナヂ、 民凶鮮側品切り f.手参告持E下ヘ組ラケズリ 4・ (14.6) (7.1) 4.6 

9 須思寄 . ロ 7 ロナず、体官事下半-~古事回転ヘラケズリ . (13.2) ( 8.1) 3.1 

10 . . ロタロナヂ、厳llJ回転へラ切り • 13.6 7.0 3.9 

11 • . . a王宮事国伝来切り . (14.6) 6.0 4.5 

12 + . • . • (13.8) ( 6.5) 4.0 

13 4砂 • ロ 7ロナデ、体~下下~庇録手持ヘラケズ IJ . (13.2) ( 6.8) 4.8 

14 φ • ロタロナヂ、 a節回転ヘラ切り • (14.4) 6.6 3.6 

15 • • 4砂 • 4砂 (14.6) 8.6 3.7 

16 。 小M~ ロクロナヂ、回転へラケズリ、底部回転糸切り 4・ 5.8 

第43図 02区縫積層皿膚出土遺物(1) 
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C類 :回転へラ切り無調整のもの(第43図7・10、第43図5・6・10・14・15)0体部が直線

的に外傾して立ち上がるものが多く、また内考気味のものもみられる。図示できたものは、器

高が3.6-3.8cmの聞にまとま っており、口径に比べて小さい数値を示す。なお、底部周縁に

かるいナデ調整を施しているものもある。

D類:回転糸切り無調整のもの (第42図8、第43凶7・11・12)。体部が内菅して立ち上がり、

口縁部でやや外反するものが多い。また、口径に比べて底径が小さい傾向にある。

〈壷〉 図示できたものは、口縁部を欠損した小形の長頚査(第43図16)と体部から底部にか

けて残存するもの(第44図3)の2点である。前者は府部が丸昧をもち、顕部が垂直気味に立

ち上がるもので、体部下半にはロクロ回転によるヘラケズリを施している。底部には向転糸切

。

外語調鐙 | 内面制墜
ロ7ロナヂ、平行叩事自 |ロクロナヂ、 i事8tSナデ

.. I平行叩き自のち手傍ちへラケズリ It旨ナデ
ヘラナデ

第44図 D2区堆積層田届出土遇制2)

電?‘

" 

F 

_" 、目ー

。4 

15cm 

単位:cm ( )は割Eii!:fl直

備考

外体自事に若干布8彼
惨状



り痕が認められる。

〈聾〉 大部分が破片のため、出土査が多い割には図示でき

たものは2点と少ない(第44図1・2)01は底部を欠損する

大形のものである。口縁部は頭部よりやや外反しながら立ち

上がる。外面には、肩部から体部にかけて平行叩き自が認め

られる。 2は体部中頃より上を欠損しているもので、外面に

は平行叩きの後へラケズリが施されている。

(3)赤焼き土器

図示できたものは1点のみである(第43図8)0体部が直線

的に外傾して立ち上がり、口縁部で先細りするものである。

~〆イ

!，.__一九イ-一二==コ。2
.._.，，_}ー==コ

o 3 
9 5cm 

1.俄 2・3.刀子

第45図 02区雄積層皿層
出土遺物(鉄製品)

底部切り離しは回転糸切りであり、 f本部下端のみ手持ちへラケズリ調整している。

D3区

II-V層の堆積層からは、 土師器、須恵器、瓦が出土しでいる。

(1)土師器

土師器には杯、高台付杯、高杯、塑の器種が認められる。高杯 (第45図1)は脚部破片で、

ロクロ未使用のものである。三ケ所に穿孔の痕跡が認められる。他はいずれもロクロ使用のも

ので、細片のため図示できない。

(2) 須恵器

須恵、器には杯、査、饗の器種が認められる。土師器同棟細片が多く 、図示できたものは杯

(第46図2・3)と萱(第46図4)の3点のみである。

(3)瓦

瓦は平瓦と喫斗瓦が出土している。出土量はさほど多くない。

可斗 4，

1 正3f
外商事耳M I 内面 調書E

ロクロナデ、 l底部回転ヘラ切り lロ7ロナヂ

応部回転糸切り

f宇都へラケズリ lヘラナデ

第46図 D3区雄積層出土遺物

。 10田

徳
一
定
-

t
t
-

mソ

刻

?常一み
A

l
-
-
l
 

)

一

一内野

(
官
一み

一

一の

側
一

一明

:・

;
p

位

「

出
ヰ

T

外{辛苦E鐙讐

53 



〆ぺ炉、
む等
、るぺ

出土地

02区堆徴的
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照
一{五

月主

玄
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一元

元

通

一
軍
符
家

揺一
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袴
向
車

出土t也 |帰位 | 緩 裏話
0 2 区J.1t 限~'1 I 0 腕 | 熊司E元宝
。 I ~ I 孫符通宝

D3区S009(6) I 狸土 l 寛永通宝

※他に、 C2区SAOlより rr綱元通宝」が出土しているが、
破損が著しいため拓本を鰍せることはできない。第47図出土遺物 (古銭)

(Lムょエヅ

⑪ l (¥ ¥ )2日 '8]， [[Q 
/τ-、 J 〆ウ0::-..ー

、、4之7'"
住金

臼 8

( ~ 1 ~ U CRJt)E U L 日" I[0) 
9 10 

σでア;-J 。 5 cm 

No. I車区 出土地 鋪 考 No. 地区 ぬ土地 {輔 考

1 Bl車区 SOU 2員怒~.'f ~ I半部 8 C2区 W 精 3員恕iS 古里 体音~

2 4国 IV R司 '; .. .. 9 .. VI )!OI 修 .. 。
3 .. W絹灰白下 " ~ . 10 • 3草地層 " 

φ 4シ

4 C 地区 S AOJ " " 争 11 .. .. " .. 《シ

5 " S 003 4シ .. .. 12 02区 1a層 今 " 4シ

6 " S 001 今 量ま .. 13 。 目駒 。 まE " 
7 a匂 S 0 10 " ~抱h .. 
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V 考察とまとめ

1. B地区

本地区で検出した遺構と堆積層の関係をまとめると下表のようになる。、

回 →SK04¥……

ミ「1
S即日印3/

丘陵部検出遺憾重復関係

SD02てこ→S002ω
話器 i…は綾土中に灰白色火山灰を含むj!11II

丘陵裾部検出i重繍重複関係

これらの関係を出土遺物をもとにして遺構の年代、性格について検討してみたい。

はじめに丘陵部検出の遺構の上限年代を求めるために、大部分の遺構の検出面となっている

V層の年代について検討する。 V層は、 10世紀前半に降灰したとされている灰白色火山灰(註

7)の直上に堆積するlVa-VIc.層に覆われており、またSE02弁戸跡の構築面ともなって

いる。 SE02弁戸跡最上層には同火山灰が自然堆積しており、同層中からは赤焼き土器(註8)

の破片も出土している。井戸内底面直上には、土師器杯(第10図1)が据えられていた。これは

ロクロ使用のもので、底部全面から体部下端にかけて丁寧に手持ちヘラケズリ調整を施し、切

り離し痕跡を残さないものである。これらの火山灰の堆積状況、遺物の諸特徴から本井戸跡の

年代は10世紀前半頃を下限とすることができる。以上のことから、 V層の年代については10世

紀前半頃より古い時期といえるが、具体的にどこまで湖るのかは不明である。しかし、 V層に

襲われて地山面で検出できる遺構 (SD 10・11溝跡)や同層中の出土遺物をみると、確実に奈

良時代まで湖るものは認められない。丘陵部検出遺構の下限年代については、重複関係から一

番新しいSD01溝跡の出土造物が参考になる。出土畳はさほど多くはないが土師器、須恵器の

古代の造物に混じって近世一近代と思われる磁器が出土している。したがって、ここではSD

01溝跡出土遺物の年代をもって下限と考えておくことにする。

さで、これまでの検討から丘陵部検出の遺構は、大きく平安時代から近代頃の聞に位置づけ

ることが可能であるが、 SE02弁戸跡や後述するSX01を除いては、出土遺物がいずれも僅少

であるため特定の時代を限定することはできない。

S XOl (合口饗棺)は、 2個体の土師器饗を合わせて横位に埋設していた。これらは土圧に

よって割れたり、押し潰されていたが、ほぼ完形のまま残存していた。埋饗中から遺物は全く

出土していない。第12図1・2は大小の違いはあるにしても、形態、調整技法が近似している。

前者は、口縁径と{本部径がほぼ等しいが、後者は、体部径がやや大きい。いずれも口縁部が
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顕部から外傾し、端部がわずかに上方につまみ出されている。外面はロク口調整の後、体部下

半に縦方向のへラケズリが施されている。これらの特徴を有する土器は表杉ノ入式に比定され、

平安時代のものとみることができる。

宮城県内における寝棺の検出例は、本例を加えて 7例を数える。 その概要を表 lに示した。

宮城県内の褒棺出土例一覧表 (第2表)

遺 跡 名 規模 (長軸×短軸) 個体数 方向 時代

高崎遺跡 (市教委第1次調査) 75叩 x32佃 2 N -18・-E 平安時代
'切 ~ 第3次調査) 73cmX40cm 1 N -10・-E 。

。 今 第6次調査) 76cmX55倒 2 N -27・-w 。

仙台市安久東遺跡 不 明 2 N-7・-E ペシ

。 4診 2 N -57・-E ゐ

築館町佐内屋敷遺跡 65叩 x28cm 2 N-42・-E ~ 

高清水町手取遺跡 90叩 X45側 4 N-1・-w ゐ

.~町・4ì4U'1i\ 6 次寓涯の方位(;1. . 国官官時僚をIf鍋 L τいる.
健~tは副首nl僚の方位に対しτ白.鋪約 11量でh る.

掘り方の規模と埋納例体数についてみると、長軸は70cm前後に集まる傾向にあり、 2個体を

埋設しているものが大部分である。例外的に手取遺跡の 4個体を連結したものや高崎遺跡(第

3次調査)の 1個体のみ埋設された例がある。方向は磁北にほぽ同様か、あるいはそれより東

に偏しているものが多く、当地区の調査において検出したもののみが西に偏している。年代に

ついては、 各遺跡とも時期決定の資料が土師器饗に限られることもあり、大きく平安時代のも

のととらえられている。この合口寝棺については、沼山氏によって埋葬施設の一つであり、主

次に、丘陵裾部検出の遺榊とその出土遺物について検討

する。ここでは年代決定するにあたって、灰白色火山肢が aト

認められたN層とS005淋跡を基準とすることができる。

S 007溝跡、 SK03土拡は、 地山上で検出 しW層に額われ

ている。 SD05土拡については、 SD 05溝跡に切られてい 0 50佃

る。以上の重按および層の上下関係から、これらは10世 第49図 表地区 (第3次)埋饗

に幼児用に用いられたのではないかと考えられている (註

9 )0また、多賀城市内発見の寝棺についてまとめてみると、

これらはすべて丘陵から沖積地に移行する緩斜面に位置し

ており、1基だけ単独で存在している。集落との閥係につ

ては、各地区と も調査区の制限により明らかにできないが、

立地の状況から集落の端部に位置しているのではないかと

思われる。
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紀前半以前に機能していたものとみることができる。また、重按関係からSD05滞跡より新し

い遺構については、前述の灰白色火山灰降下年代が上限になるものと考えられる。ここで、丘

陵裾部検出の遺構の中で、比較的新しく位置づけられるSD02ω . (防構跡を検討し、下限年代

を考えてみたい。両溝跡は、 SD 14溝跡を聞に介在するが、ほぽ同位置で霊領していることか

ら、近接した時期の変遷であったと思われる。出土遺物についてみると、 SD02ωlこは土師器、

須恵器、瓦に混じ って脊磁碗(第10図5)と向器が出土している。苛磁椀は口縁部破片で、外

苗には蓮弁文がみられる。粕は明緑灰色で、厚さ O.5mm{立を計る。柏、蓮弁文の特徴から13・

14世紀のものと考えられる。陶器については細片のため不明である。 SD 02(8)からは古代の遺

物が出土している。以上のように出土遺物が少なく、詳しい年代については決め難いが、上記

の陶磁器の年代より、概ね中世頃とみておきたい。SE 01井戸跡については、灰白色火山灰降

下後にSK06土拡の構築、 III層の堆積という過程を経でつくられていることから、おそらくは

中世頃まで下るものと推察される。

ところで、本地区で検出された遺構は各時代ごとに有機的な関係にあったと思われるが、そ

の同時性については充分に検討できなかったので、ここでは遺構の位置関係について述べるこ

とにする。丘陵部およびその西側斜面では、掘立柱建物跡、井戸跡、合口寝棺、多数の柱穴が

検出されており居住地域の一部とみることができる。さらに丘陵裾部には、各時代ごとに溝が構

築されていたようであり、 一貫した土地利用がなされている。なお、 SD02ω ・(8)構跡は丘陵

の裾を巡っているものであり、特に(同は途中より南へ分岐し、丘陵の小谷間へと延びている。

このようなあり方は、本調査区南側に位置する低丘陵上に何らかの施設が存在し、これに関連

する溝跡とみるのが妥当であろう。この丘陵上には現地踏査の結果、土盤状の高まりや平場が

観察され、館跡の存在を忠わせるものがある。

2. C地区

本地区はCl区とC2区に分けて記述する。

(01区〉

ここでは、主要な遺構について年代を検討していくことにする。

S 101監穴住居跡についてみると、その出土遺物には土師器、須恵器、赤焼き土器、瓦がある。

土師器杯 ・費についてはロクロ使用のもので、表杉の入式に比定される。赤焼き土器は、杯の

口縁部破片である。いずれも細片であるため、年代決定をするだけの特徴を導き出せないが、

赤焼き土器の年代より、ここでは大きく平安時代後半に位置づけておくことにする。

S K01土拡については、昨年度の試掘調査の段階では古代の遺物のみ出土しており、平安時

代後半頃と考えでいた。しかし、今回の調査で中世陶器の播鉢が出土したことにより、中世頃

と修正しておきたい。
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S X01仏)・(防土塁状遺構は、 SD 01講跡(近世以降)に切られていることから、これより古

い時期といえるが、上限年代については、出土遺物が皆無であり不明である。

(02区〉

C2区で検出した遺構を検出面と重複関係からまとめてみると下表のようになる。

↓ 

一一一→ 5X03→ 5D14ー『

ー一一一→5D07ー.5008---..J r';:;l→SB01_唱 IV W 町 日

川1- 5005→5103→5102

ハ~5011 I I_SK06~1局 局面11感 耳目

四1-+5K08

各遺構は、以上のように堆積層および整地層を介在して複雑に重複している。ここでは各層

および各遺構の年代について考察してみることにする。

はじめに、調査区全域をほぼ覆っていた困層出土の遺物について検討し、これより下層で検

出された遺構についての下限年代を与えてお く。田!曹の出土遺物には土師器、須恵器、赤焼き

土器、瓦があるが、全体的にみると土師器、須恵器が半々位でその他はきわめて少ない。土師

器には杯、高台付杯、悲の器種がみられる。折、は大部分が回転糸切り無調整のものである。須恵器

には杯、高台付杯、登、裂の器種がみられる。杯は回転糸切り無調整のものが大部分をしめ、他には

底部全面を回転へラケズリしたものがわずかに認められる。赤焼き土器は、多賀城跡出土土器

のうちF群土器(註10)に対比されるものである。F群土器には10世紀中頃(註11)という年

代が与えられている。したがって、凹層の堆積年代については、赤焼き土器の年代を考慮し、

10世紀中頃とみておきたい。これは、回転糸切り無調整のものが主体を占める土師器、 須恵器

の杯の年代観とも大きな隔たりはない。

次に、竪穴住居跡の年代について検討する。S1 05竪穴住居跡出土土器のうち、カマド燃焼

部底面に敷きつめられていた土師器饗4個体は、住居繕築の際にカマドに施設されたものであ

る。第25図 1-3の3点はいずれも長胴形を呈し、口縁径に対して体部径がやや小さいもので

ある。口縁部内外面はヨコナデ、{本部外面がヘラナデ、下半にはへラケズリカザ6されている。

体部内面にはヘラナデがみられる。口縁端部は1と2が丸くおさまるが、 3は平坦である。第

25図 4は器高より口縁径が大きいものである。口縁部外面はヨコナデ、{本部がへラケズリされ、

内面はへラミガキ ・黒色処理が施されている。

住居廃絶時に伴うものには、カマド燃焼部堆積土中出土の土師器杯 ・墾(第26図5・3)周



溝内出土の土師器聾(第26図2)_煙道部先端出土の土師器(第25図5)がある。 5の杯はロク

ロ使用で、体部l;t内号して立ち上がり、そのまま口縁部に至るため、全体的に丸昧を帯びた形

態をもつものである。内面はヘラミガキ ・黒色処理を施している。 2はロクロ朱使用の小形寝

で丸底風である。口縁部内外面はヨコナデ、体部外面はヘラケズリ、内面はヘラナデされてい

る。第25図5と第26図3の饗は、口縁部と底部の破片で、いずれもロクロを使用しているもの

である。後者は、体部下半がへラケズリされている。

この他に、埋土3層から比較的多くの遺物が出土している。 3層は床面直上に簿〈堆積して

おり、これに含まれる遺物も住居廃絶時のものと考えられる。出土遺物は、図示できたものが

6点で、土師器杯 ・襲、須恵器杯 ・蓋の器種が認められた。第26図4の土師鵠杯はロクロ未使

用で、丸J高風のものである。 外面は口縁部にヨコナデ、体部にヘラケズリカザ泡されている。内

面はへラミガキ ・黒色処理されている。第26図1はロクロ朱使用の小形聾で、}jg;部に木葉痕が

認められる。第26図9の査はつまみが挺宝珠を呈するもので、口縁部はわずかに折り曲げられ

ている。

埋土1層(整地土)の出土遺物は図示できたものが2点で、須恵、器杯 ・蓋の器種が認められ

た。第26閃7の須忠器杯は回転へラ切り無調整のものである。

以上、 S1 05竪穴住居跡出土土器について概観してきた。これらは細かくみると、住居構築

・機能時→住居廃絶時→整地という時間的推移の中で把握することができる。ここでは住居構

築 ・機能時に伴うものを若干先行するものと考え、それ以降のものを短い時間幅での土器組成

としてとらえることにする。まず、住居構築 ・機能時のロクロ朱使用土師器襲についてみる。長

鯛形を呈する 3点は、これまで説明してきた諸特徴により国分寺下層式に位置づけて良いもの

と思われる。国分寺下層式の土師器饗は、総じて{本部最大径が下半部にあるものから上主幹部に

あるものへ、顕昔[~に段あるいは枕線が巡るものからなくなるものへ、口縁告[1が長いものから短

いものへなどの形態変遷を経で表杉ノ入式のロクロ使用費へと移行している。このような形態

変遷の観点に立ってみると、今回出土した土師器饗は国分寺下層式の中でも比較的新しい要素

をもっ土器群として理解できる。また、県内で類似する例としては、御駒掌遺跡(柱12)、大境

山遺跡(註13)、次橋議跡(註14)、新浜遺跡(註15)等で知られており、年代的には8世紀中葉

および後半頃と考えられている。これらのことからS1 05竪穴住居跡の上限年代については、

ここでは8世紀後半頃とみておきたい。次に住居廃絶時の土器についてはロクロ使用とロクロ

未使用の土師器杯 ・饗が共存することに注目したい。宮城県内でこのようなあり方はあまり

多く知られていないが、多賀城跡 (註16)、伊治城跡(註17)、大境山遺跡などでみられる。この

ことについては、国分寺下層式から表杉ノ入式に移行する段階、すなわち、土師器製作に

おけるロクロ技術導入期にみられる一時的な現象と考えられる。よってS1 05竪穴住居跡の下
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限年代は、表杉ノ入式の初期が9世紀初頭とする見解(註18)を考慮し、 lまぼこの頃に求めて

おきたい。

さで、これまでの検討からS1 05竪穴住居跡は、 8世紀後半から 9世紀初頭の聞に位置づけ

られることになる。しかし、上限年代の根拠とした土師器習の特徴をみると、国分寺下層式の

中でも比較的新しい様相をもっており、また実際の住居の存続期聞はさほど長くは考えられず

ごく限られた一時期と思われることから、この住居跡の上限年代については、 8世紀後半の中

でも下る時期になると推察される。 S104竪穴住居跡については、S105竪穴住居跡を整地し

て構築していることから、連続的に営まれたものと考えることができょう。

S 102・03竪穴住居跡は、前者が後者を整地した後に構築しており 、S104・05竪穴住居跡

の状況と近似している。また、住居跡の方向および建て替え位置もほぼ同様で、あることから、

両者は同時期に存在しでいたものと思われる。

次に、羽~阿層、鮭地層および各上面での検出遺構の年代についてみてみたい。まず、各堆

積層と整地層の新旧関係は刊層→整地層→V層→町層と いうことがいえる。しかし、刊層と整

地層については、両上面より S010溝跡が掘っ込まれていたことから、両者はある時期に共通

の遺構構築面となっていたことがわかる。出土遺物についてみると、 V層からは比較的多くの

遺物が出土しており、図示できたものも多い。土師器は、ロクロ未使用のものがほとんどみら

れず、杯類では土師器、須恵器とも回転糸切り無調整のものが大部分を占める。この傾向は、

遺物の出土量は少ないが、N.VI層でも同械である。また、各遺構では、出土遺物が僅少なも

のが多く、比較的遺物がまとまって出土した遺構で、も、時期的なことに言及するまでには歪ら

なかった。これらのことから、各堆積層、整地層および各上面検出遺構については、個々に具

体的な年代を推察することは困難である。しかしながら全体を通してみれば、皿層とS103・

05竪穴住居跡の年代検討から、両者の聞に位置づけることが可能である。したがって、上限は

S 103・05竪穴住居跡に後続するS102・04竪穴住居跡の存続期間も考慮して9世紀前半頃と

し、下限については10世紀前半頃とみておきたい。

この他に、堆積層との関係が不明な遺構 (SX03焼土遺構、 SD07・08・14溝跡)がある。

これらについては、出土遺物が古代のものに限られており、他の遺構の年代と照らし合わせて

みて、概ね乎安時代に属するものと考えられる。 SX02については、 直接遺構に伴う遺物がな

いため検討できないが、その形態から古代以降のものと推察される。

3. D地区

本地区については、 D2区とD3区で検出した遺構のあいだで対応関係が把握できなかったた

め、ここでは各区ごとに説明を加えることにする。まず、02区で検出した遺構の重複関係

を整理すると以下のようになる。検出面は全て地山である。



S803ャーS008

S006一一.S002~一二S801

‘S005 

SOOて::: S007 

02区で検出した遺構は、出土遺物が僅少であり、年代を決定する決め手に欠けるものがほ

とんどである。このため、これらを直接覆っている包含層出土の土器の年代を検討し、各遺構

の下限年代を考えていく。包含層出土土器は取り上げの際I[-1V層に分けているが、これら

は各層位問で出土土鵠の内容に相違点を見いだすことができず、しかも異なる層位から出土し

た破片が接合するという例が多くみられたため、 一括して取り扱うことにする。さで、包含層出

土土器についてみると、ロクロ使用の土師器と須恵器が大部分を占めでおり、これに出土量は

わずかであるが赤焼き土器が加わっている。赤焼き土器は、図示できたものは杯l点であり、

他は細片のため器形がわかるものはない。多賀城跡出土土器の うち須恵系土器(註19)が出現

するのは、 E群土器の時期とされており、さらにF群土器では、須恵系土器の出土:htが多くな

り、器種には杯のほかに小皿、台付皿が加わってくる。杯に関しでは、両土器群で形態的な相

違はみられないという。したがって、ここでは包含層出土土器の下限年代に10世紀中頃という

F群土器の年代をあてておきたい。上限年代については、遺構内出土土器のうち土師器は全て

ロクロ使用のものであり、表杉ノ入式に比定される。また、確実に奈良時代にまで湖るものが

出土していないことから、平安時代に入ってからの遺構の構築と理解したい。以上の検討から、

02区で検出 した遺構は、おおよそ平安時代前半頃に機能していたものと考えられる。

次iこ03区についてみると、験出した遺構を検出面と重複関係から整理すると以下のように

なる。

別府検出遺構 V層検出遺構 困層検出遺構 E層検出遺構

S 016ー→S017 S K01 S 0 12 S 009ωーー-+S009(防

S 010 S 013 

SOll 

S 014 

S 015 

ここでは、 V層上面で検出した溝跡に、10世紀前半に降下したと考えられている灰白色火山

灰が含まれることから、この様跡を手掛りとして、火山灰降下以前のものと以後のものに分け

て年代を考えていくことにする。火山灰降下以後の時期のものには、 II.凹層検出の遺構があ

る。E層上面で検出したS00ぬ). (8)溝跡は、南北方向に走るもので、 1;'ぽ同じ位置に重接し

ている。遺物は土師器、須恵器、瓦にまじって、陶器や古銭(寛永通宝)などが出土している。

これらの出土遺物の年代から、近世頃の溝跡であると考えておきたい。次に、困層上面で検出
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したS012・13溝跡は、同一方向にほぼ平行して走る溝跡である。この両溝跡からは土師器、

須恵器、灰粕陶器が出土しているが、全て細片のため年代について言及することはできない。

火山灰降下以前のものには、 V.VI層検出の遺構がある。V層上面で検出した構跡lま、全て

埋土l層中に火山灰を合むものであり、 S010構跡とSOll満跡、 SD 14瀧跡とS015潟跡は、

その形態、方向性から各々ほぽ同時期に機能していたものと考えられる。明層上面で検出した

S 016・17溝跡は、いずれも部分的な検出にとどまっているため、その全容については不明で

ある。遺物は土師器、須恵器の細片がわずかに出土しているだけである。土師器は全てロクロ

使用のものであり、また火山灰を含む溝跡より下層で検出していることから、この両滞跡はお

よそ平安時代前半頃に機能していたものと考えられる。以上のことより、 03区で検出した遺

構は平安時代と近世のものであり、構跡のみという共通の要紫はもっているにせよ、そのつな

がりや機能については不明な点が多い。

今回の都市計画街路建設工事に伴う発掘調査の成果を要約すると以下のようになる。

1. 2ヶ年にわたる本調査では、掘立柱建物跡6棟、柱列跡3条、竪穴住居跡7軒、弁戸跡3

基、合口費棺1基、構跡58条、土拡21基が検出された。これらは主に平安時代を中心とする

もので、中 ・近世のものもわずかではあるが含まれでいる。

2. A地区は、東側級斜面に掘立柱建物跡・柱列跡→竪穴住居跡の11慎に遺構が構築されている。

これらは、いずれも発掘基準線に対して北でみると西に振れるという共通した方向性をもっ

ている。西側平坦面では主に溝跡が集中して検出されている。

3. B地区は、東側丘陵部がすでに岩盤面まで削平されており、遺構は残っていなかった。一

方、西側では丘陵緩斜面と丘陵裾部に遺構の分布がみられた。丘陵緩斜面には掘立柱建物跡、

弁戸跡、合口費棺などが梢築され、丘陵裾部には溝が巡らされていた。

4. C地区は、CI区で遺榊の分布密度が薄かったのに対して、C2区では調査面棋の曹Ijに滋密

に分布していた。C2ばでの主要な遺構は、竪穴住居跡→掘立柱建物跡 ・柱列跡→滞跡とい

う変還を追うことができる。これらは8世紀後半-10世紀中頃の聞に位置づけられる。竪穴

住居跡は4辞検出しているが、いずれも継続的に営まれており、この周辺一帯に展開してい

た集落の一部とみることができる。掘立柱建物跡と柱列跡は重複していたが、その新旧関係

については明確にできなかった。技列跡は、柱聞が約70cm間隔と狭く、弧状を揃いているも

ので他にあまり類例をみない。性格はついては、部分的な検出であるため不明であるが、区

画施設の一部と考えられる。また、 S003-06溝跡とほぼ同位置、同方向をとることから、

この区画施設は柱列→満へ変遷したものと考えられる。S007・08・10溝跡については、直

角に近〈屈曲する形態をとることから、竪穴住居跡の掘り方であった可能性もある。



5. 0地区で検出した遺構は、掘立柱建物跡と溝跡を主体とした構成である。掘立柱建物跡は

02区東側に集中して検出されており、 西側のD3区には、全くみることができない。また、

S 002・06溝跡との関係については、位震や方向から建物跡の一部と同時期に機能していた

ことも考えられるが、充分に検証できなかった。なお02区の西側で検出した小区画の畦畔

状遺構については、llib層内に灰白色火山灰を斑状に含むことから、平安時代頃の水田跡と

考えておきたい。

6 .今回の高崎遺跡井戸尻地区の調査は、道路の路線幅に限定されたことから、いずれの調査

地区でも遺構の全容を把握するには至らなかったものが多い。しかし、各地区が比較的斜面

に位置していたのにもかかわらず、これだけの数の遺構が検出されたことは、この丘陵地に

は、 多くの遺構が存在することが明らかとなった。また、 多賀城廃寺跡をとり巻く 本遺跡の

環境からしでも、検出遺構の位置づけは重要な意味をもつものと考えられる。

(註)

怠 1 現在の地番は、それぞれif!1崎一丁目と東田中一丁目であるが、調査地区の名称、はl日字名を使用している。

註2 加藤家ftkr多賀減町高崎古代弁戸跡調3筆者証報J (1967) 

註3 多量E械市教育委員会 「山王 ・ 高崎遺跡発錨調査事業報」 多賀城市文化財制査報告書第 2~品(1981)

註4 多賀城市教背委只会「高崎 ・市111縞遺跡議室報告書J 多賀域市文化財鰐査報告轡第3~ (1982) 

註5 多賀城市教育委員会 「多賀誠周辺の遺跡展J (1986) 

詮6 多賀城市教育委員会 「高崎遺跡」 多賀城市文化財調査報告書第ll~誌(1 986)

註7 白鳥良一 「多賀城跡出土土Gfの変遷J r研究紀要四』富減県多賀城跡調査研究所(1981)

註8 宮城県多賀減齢期倉研究所 「多賀城跡 ・政庁跡本文編J (1982)によれば須忠系土r.iは10世紀以降に出

現するものと考えられている。本報告寄で赤幾き土器としたものは、細部でお予の途いはあるが、この

須J.!!-系土総と問織のものとみている。

経 9 ~T:W I臼府軍治「ニlニ削i総合口俊総務についてJ r考古学雑誌第66巻第4号J (1981) 

註10 賎7に同じ

住11F哲学よ協は、結7の文献によれば11世紀から12世紀にかけての年代がラ，えられていたが、その後の検討

により粧8の文献でli10t世紀中頃と訂正している。

註12 小弁川和夫他 「御駒~遺跡J r東北自動車道遺跡潟査報告答V1 J 宮城県文化財閥査報告~Hお83~島 (1982)

註13 阿部正光地 「大成山遺跡」瀬峰町文化財調査報告警第4集 (1983)

註14 松山町教育委員会「次総須恵昔if~続発鋸調査報告」松山町文化財調査報告~~1 m (1983) 
註15 宮城県教育委員会 r溢釜市新浜遺跡J宮域県文化財調査報告容第113築 (1986)

註16 註7に同じ

詩17 宮減県多賀城跡創査研究所 「伊治城跡IJ多賀城関逮遺跡発錨調資報告'.IJ第3備(1978)

4シ

~ 

註18 註7に同じ

註19 ~ 

rf予治城跡目J

rtp治減跡岡」

。
。

第4附(1979)

第5冊 (1980)
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図版 1

B 地区 SD02ω湾跡

(西より)

図版 2

B!也区 SD02ω・(8:滞跡
重複状況(東より)

図版 3

8 地区 SEOl井戸跡

(北より)
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